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論
説入

江
啓
四
郎
の
国
際
法･

国
際
政
治
研
究
と
朝
鮮
問
題

鄭　
　
　

祐　

宗

問
題
の
所
在

第
二
次
大
戦
後
の
朝
鮮
は
、
一
国
な
の
か
、
二
国
な
の
か︶

1
︵

。
北
緯
三
八
度
線
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
一
九
五
〇

年
六
月
二
五
日
に
始
ま
っ
た
戦
闘︶

2
︵

は
、
一
国
内
の
内
乱
な
の
か
、
そ
れ
と
も
国
家
間
戦
争
な
の
か
―
。

こ
れ
ら
は
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
〝
原
理
的
な
問
い
＂
で
あ
る
。
そ
れ
は
〝
事
実
を
め
ぐ
る
問
い
＂
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、〝
法

理
を
め
ぐ
る
問
い
＂
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、〝
法
理
を
め
ぐ
る
問
い
＂
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、〝
法
理
を
め
ぐ
る
論
争
＂
で

あ
っ
た
。
国
際
法
学
者
は
朝
鮮
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
説
明
し
た
の
か
―
。

一
九
五
〇
年
代
日
本
の
学
術
界
に
お
い
て
、
二
人
の
国
際
法
学
者
の
間
で
朝
鮮
問
題
に
関
わ
る
〝
法
理
を
め
ぐ
る
論
争
＂
が
あ
っ

た
。
こ
の
論
争
に
関
わ
っ
た
の
は
、入
江
啓
四
郎
（
一
九
〇
三
年
―
一
九
七
八
年
）︶

3
︵

と
横
田
喜
三
郎
（
一
八
九
六
年
―
一
九
九
三
年
）

と
い
う
二
人
の
国
際
法
学
者
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
詳
し
く
論
じ
る
入
江
啓
四
郎
は
、一
九
五
〇
年
九
月
に
論
文
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」
を
『
法
律
時
報
』
に
発
表
し
、
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朝、
鮮、
分、
断、
状、
況、
の、
一、
国、
二、
政、
府、
を
論
じ
た
。
同
論
文
は
、一
九
四
七
年
九
月
以
後
の
国
連
総
会
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
討
議
に
つ
い
て
、

国
際
法
の
法
理
の
視
点
か
ら
論
じ
た
貴
重
な
研
究
で
あ
っ
た
。
同
論
文
で
は
国
連
総
会
が
国
連
憲
章
の
規
定
に
照
ら
し
、
朝
鮮
問
題

を
審
議
す
る
権
限
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
き
考
察
が
展
開
さ
れ
た
。

他
方
、
当
時
国
際
法
学
会
会
長
で
あ
っ
た
横
田
喜
三
郎
は
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
に
『
朝
鮮
問
題
と
日
本
の
将
来
』
を
刊
行
し
、

そ
の
法
理
を
異
な
る
視
点
か
ら
論
じ
た︶

4
︵

。
同
書
に
お
い
て
横
田
は
、
朝、
鮮、
分、
断、
状、
況、
の、
二、
国、
二、
政、
府、
論、
、
北、
緯、
三、
八、
度、
線、
の、
国、
境、

線、
論、
、
朝、
鮮、
動、
乱、
の、
国、
家、
間、
戦、
争、
論、
を
展
開
し
、
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
朝
鮮
で
の
戦
闘
を
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る

大
韓
民
国
に
対
す
る
侵
略
行
為
と
し
て
説
明
し
た︶

5
︵

。

横
田
の
著
作
を
受
け
て
、
入
江
は
一
九
五
一
年
一
一
月
に
『
日
本
講
和
条
約
の
研
究
』︶

6
︵

を
刊
行
し
、「
第
三
章　

講
和
前
に
お
け

る
朝
鮮
独
立
」
に
お
い
て
再
度
一
国
二
政
府
を
論
じ
た
が
、
さ
ら
に
続
く
一
九
五
四
年
七
月
『
国
際
法
講
座　

第
三
巻
』
に
発
表
し

た
論
文
「
朝
鮮
動
乱
と
国
際
連
合
」
に
お
い
て
、
一
九
五
〇
年
六
月
以
後
の
国
連
安
保
理
で
の
朝
鮮
問
題
討
議
を
検
討
し
、
朝、
鮮、
動、

乱、
の、
内、
乱、
論、
に
言
及
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
九
年
四
月
刊
行
の
『
現
代
の
国
際
法
』
に
お
い
て
は
、
一
九
四
八
年
二
つ
の
政
府
樹
立

後
の
米、
ソ、
両、
軍、
撤、
退、
に、
よ、
る、
北、
緯、
三、
八、
度、
線、
自、
動、
消、
滅、
を
正
面
か
ら
論
じ
て
、
朝
鮮
動
乱
を
国
家
間
戦
争
と
し
て
論
じ
た
横
田
の
所

論
を
批
判
し
た
。
同
書
は
、
国
連
安
保
理
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
政
府
に
よ
る
初
期
の
武
力
行
動
を
「
平
和
の
破
壊(break 

of the peace) 

」
と
非
難
し
た
勧
告
に
つ
い
て
、
国
連
憲
章
に
お
け
る
「
平
和
」
は
、「
国
際
の
平
和
」
で
あ
り
、
初
期
の
武
力
行

動
は
「
一
国
内
の
武
力
行
動
」
で
あ
る
た
め
、
法
理
に
お
い
て
「
内
乱
」
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
入
江
の
学
説
を
概
括
的
に
述
べ
れ
ば
、
朝、
鮮、
分、
断、
状、
況、
の、
一、
国、
二、
政、
府、
論、
、
米、
ソ、
両、
軍、
撤、
退、
に、
よ、
る、
国、
際、
法、

上、
の、
北、
緯、
三、
八、
度、
線、
自、
動、
消、
滅、
論、
、
朝、
鮮、
動、
乱、
の、
内、
乱、
論、
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
そ
の
特
質
は
一
国
二
政
府
論
と
内
乱
論
を
つ
な
ぐ

三
八
度
線
消
滅
論
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
重
要
な
の
は
、「
三
八
度
線
の
確
定
で
は
な
く
、
三
八
度
線
の
撤
廃
問
題
」（
鄭
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秉
峻
）
で
あ
る
が
、
入
江
の
所
論
は
現
代
史
研
究
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
余
地
が
十
分
に
あ
る︶

7
︵

。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
大
郷
正
夫
が
一
九
七
二
年
に
論
文
「
南
北
朝
鮮
統
一
を
め
ぐ
る
国
際
法
問
題
（
上
・
下
）」
を
執
筆
し
、

入
江
と
横
田
の
両
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
横
田
説
を
支
持
す
る
論
陣
を
張
っ
た
が
、
入
江
の
北
緯
三
八
度
線
自
動
消
滅
論
に
は
な
ん

ら
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。︶

8
︵

二
国
論
を
採
る
場
合
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
大
韓
民
国
と
を
相
互
に
主
権
国
家
間
の
関
係
と

解
釈
し
、
相
互
の
実
効
支
配
の
限
界
線
を
国
境
線
と
解
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

大
沼
保
昭
は
一
九
八
〇
年
に
発
表
し
た
論
文
「
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
一
考
察
」
に
お
い
て
、
横
田
の
二
国
論
を
批

判
的
に
取
り
上
げ
た︶

9
︵

。
大
沼
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、
大
韓
民
国
の
双
方
と
外
交
関
係
を
設
定
し
て
い
る
国
々
に
お
い
て
、

「「
二
つ
の
朝
鮮
国
家
」
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
と
解
釈
さ
れ
な
い
よ
う
、
慎
重
な
用
語
法
で
右
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
」
と
し
、
双
方

政
府
と
外
交
関
係
を
持
つ
諸
外
国
に
よ
る
承
認
が
、
即
座
に
二
国
論
の
成
立
と
な
ら
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
他
方
、
大
沼
の
研

究
で
は
、
横
田
の
所
論
が
批
判
的
に
参
照
さ
れ
る
一
方
、
入
江
の
所
論
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、
入
江
と
横
田
の
論
争
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
横
軸
と
し
て
対
比
的
に
論
じ
る
方
法
を
採
ら
ず
、
入
江
の
学

究
実
践
を
縦
軸
に
、
入
江
の
研
究
に
内
在
的
に
接
近
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
学
説
そ
の
も
の
の
成
立
過
程
、
議
論
の
修
正
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。
ま
た
国
際
法
研
究
と
両
輪
で
進
め
ら
れ
た
国
際
政
治
研
究
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
進
め
る
。

一　

国
際
法
を
め
ぐ
る
法
理
と
朝
鮮
問
題

（
一
）
朝
鮮
解
放
を
め
ぐ
る
国
際
協
定
論

入
江
は
国
際
法
の
法
理
の
視
点
か
ら
朝
鮮
問
題
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
た
か
。
入
江
が
朝
鮮
問
題
に
触
れ
た
最
も
早
い
論
説
は
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一
九
四
七
年
一
一
月
一
日
付
「
世
界
の
焦
点
」
で
あ
っ
た
が
、
本
格
的
に
同
問
題
を
論
じ
た
の
は
、『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』

に
連
載
さ
れ
た
「
国
連
の
朝
鮮
問
題
討
議
（
一
）
―
（
六
・
完
）」
で
あ
っ
た
。
同
連
載
に
は
憲
章
上
の
国
連
の
権
限
と
朝
鮮
問
題

に
関
わ
る
論
点
（
憲
章
第
一
〇
条
、
第
一
一
条
、
第
一
四
条
、
第
一
〇
七
条
）
及
び
国
際
的
論
争
に
関
す
る
研
究
が
概
ね
出
揃
っ
て

い
た
。
一
九
五
〇
年
九
月
に
は
参
考
資
料
を
補
完
し
、『
法
律
時
報
』
に
論
文
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」
が
発
表
さ
れ
た
。

入
江
の
研
究
は
日
朝
間
の
旧
条
約
の
効
力
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、対
日
戦
後
処
理
問
題
研
究
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。入
江
は
、「
朝

鮮
は
一
九
一
〇
年
の
日
韓
合
併
に
よ
り
、
日
本
の
領
土
に
編
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
第
二
次
世
界
戦
争
の
結
果
、
日
本
よ

り
離
脱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
一
連
の
基
本
的
な
国
際
約
定
に
よ
る
」
と
し
て
、
カ
イ
ロ
宣
言
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
、
降
伏
文
書

を
列
記
す
る
。
入
江
は
、
カ
イ
ロ
宣
言
が
「
朝
鮮
は
や
が
て(in due course)

自
由
か
つ
独
立
の
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
、
ゆ
え

に
朝
鮮
の
自
由
独
立
は
一
連
の
国
際
協
定
の
日
本
の
受
諾
に
よ
っ
て
直
ち
に
実
現
し
た
の
で
な
く
、「
朝
鮮
は
依
然
日
本
の
領
土
と

し
て
、
先
ず
同
盟
国
に
よ
る
占
領
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
解
釈
し
た︶

10
︵

。
こ
の
場
合
、
朝
鮮
と
は
、
朝
鮮
半
島
と
い

う
地
域
を
指
し
た
。
入
江
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
占
領
と
は
同
盟
国
に
よ
る
日
本
占
領
で
あ
り
、
日
本
の
主
権
が
完
全
に
排

除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
が
完
全
な
独
立
国
家
と
な
る
と
見
た
。

次
に
北
緯
三
八
度
線
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
九
月
二
日
に
日
本
の
降
伏
文
書
調
印
と
同
時
に
発
せ
ら
れ
た
一
般
命
令
第
一

号(G
eneral O

rder N
o. 1)

を
根
拠
と
し
、「
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
申
し
入
れ
た
当
日
の
実
情
を
基
礎
に
、
人
為
的
に

設
定
さ
れ
」、「
日
本
軍
の
降
伏
を
分
担
接
収
」
し
た
境
界
線
で
あ
る
と
し
、「
同
時
に
そ
れ
は
米
ソ
両
国
に
よ
る
占
領
管
理
の
地
域

的
分
界
線
と
な
っ
た
」
が
、
い
ず
れ
も
「
暫
定
的
措
置
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
論
じ
た︶

11
︵

。
入
江
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
北
緯

三
八
度
線
は
朝
鮮
の
主
権
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
は
朝
鮮
半
島
に
暫
定
的
に
引
か
れ
た
米
ソ
間
の
日
本
占
領
管
理
境
界
線
を
意

味
し
た
。
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続
け
て
、
一
九
四
五
年
十
二
月
二
七
日
発
表
の
モ
ス
ク
ワ
協
定︶

12
︵

が
、「
朝
鮮
の
独
立
を
達
成
す
る
た
め
の
漸
進
的
な
措
置
を
定

め
た
」
と
述
べ
る︶

13
︵

。
入
江
は
、
朝
鮮
は
国
連
憲
章
第
七
七
条
が
規
定
す
る
「
第
二
次
世
界
戦
争
の
結
果
と
し
て
敵
国
か
ら
分
離
せ

ら
れ
る
こ
と
あ
る
べ
き
地
域(territories w

hich m
ay be detached from

 enem
y states as a result of the S

econd W
orld 

W
ar)

」
に
該
当
し
、「
憲
章
第
十
二
章
国
際
的
信
託
統
治
制
度
の
一
適
用
と
な
る
べ
き
」
と
の
解
釈
を
と
っ
た︶

14
︵

。

（
二
）
国
連
総
会
に
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
権
限
が
あ
る
か

米
国
政
府
は
一
九
四
七
年
九
月
一
七
日
、
第
二
回
国
連
総
会
に
朝
鮮
問
題
を
提
訴
し
、
同
日
米
国
務
長
官
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
シ
ャ

ル(G
eorge M

arshall)

が
総
会
に
議
題
と
し
て
提
出
す
る
旨
を
言
明
し
た
。
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
問
題
は
、
ポ

ツ
ダ
ム
協
定
に
基
づ
く
外
務
大
臣
理
事
会
で
取
扱
う
と
す
る
原
則
か
ら
の
離
脱
で
あ
っ
た
。

米
国
に
よ
る
国
連
提
訴
は
憲
章
の
規
定
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た︶

15
︵

。
特
に
憲
章
第
一
〇
七
条
は
、「
本
憲
章
の
い
か
な
る
規

定
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
本
憲
章
の
署
名
国
の
敵
で
あ
っ
た
国
に
関
す
る
行
動
で
そ
の
行
動
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
政
府
が

こ
の
戦
争
の
結
果
と
し
て
と
り
又
は
許
可
し
た
も
の
を
無
効
に
し(invalidate)

、
又
は
妨
げ
る(preclude)

も
の
で
は
な
い
」
と
規

定
し
た︶

16
︵

。

憲
章
第
一
〇
七
条
と
朝
鮮
問
題
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か︶

17
︵

。
入
江
は
、「
敵
国
に
対
す
る
行
動
が
、国
際
約
定（
こ
の
場
合
は
、カ
イ
ロ
、

ポ
ツ
ダ
ム
両
宣
言
に
基
づ
く
モ
ス
ク
ワ
協
定
）
に
よ
っ
て
い
る
場
合
、
当
事
国
の
何
れ
か
が
、
国
際
連
合
に
よ
る
処
理
に
反
対
し
た

時
は
、
第
一
〇
七
条
が
、
有
効
に
成
立
す
る
か
ど
う
か
」
と
論
点
を
設
定
す
る︶

18
︵

。

同
論
点
に
つ
い
て
入
江
は
、
国
連
総
会
が
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
権
限
が
な
い
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。

そ
の
着
眼
点
は
、
な
ぜ
ソ
連
代
表
は
イ
タ
リ
ア
講
和
条
約
に
関
わ
る
総
会
審
議
に
つ
い
て
は
憲
章
第
一
〇
七
条
を
援
用
し
て
反
対
し
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た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
憲
章
第
一
〇
七
条
を
援
用
し
て
首
尾
一
貫
し
て
反
対
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
に
あ
っ

た
。
入
江
は
、
結
局
ソ
連
が
第
一
〇
七
条
理
論
に
よ
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
な
く
、「
ア
メ
リ
カ
案
の
審
議
に
参
加
し
、
ま
た
自
己
の

別
案
を
も
提
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
」、「
総
会
に
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
権
限
は
な
い
と
す
る
主
張
」
は
、「
も
は
や
放
棄
し
た
も

の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
、
第
一
〇
七
条
の
適
用
を
退
け
る
解
釈
を
と
っ
た︶

19
︵

。

一
九
四
七
年
十
一
月
一
四
日
、
第
二
回
国
連
総
会
本
会
議
は
米
国
原
案
に
修
正
を
加
え
て
、
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
を
設
け
、

一
九
四
八
年
三
月
三
一
日
以
降
に
同
委
員
会
立
会
い
の
下
に
朝
鮮
に
お
い
て
総
選
挙
を
行
う
こ
と
を
可
決
し
た
。
ソ
連
は
同
委
員
会

に
不
協
力
の
態
度
を
と
り
、
総
選
挙
は
北
緯
三
十
八
度
線
以
南
で
実
施
さ
れ
た
。
総
会
決
議
は
勧
告
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
に
同
意
し
な

い
国
連
加
盟
国
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
は
な
か
っ
た
。

入
江
は
国
連
総
会
で
の
討
議
を
受
け
て
、
朝
鮮
問
題
を
純
粋
な
戦
後
処
理
問
題
と
し
て
の
側
面
と
、
国
連
問
題
と
し
て
の
側
面
と

い
う
二
つ
の
側
面
に
区
別
し
た
。
大
韓
民
国
政
府
樹
立
直
後
の
一
九
四
八
年
八
月
一
八
日
付
の
論
説
で
次
の
通
り
論
じ
た
。

　

朝
鮮
の
独
立
手
続
は
、
日
本
に
関
す
る
限
り
、
台
湾
や
旧
太
平
洋
委
任
統
治
地
域
の
場
合
と
同
様
、
降
伏
文
書
に
よ
り
吸
収

さ
れ
た
一
連
の
国
際
的
宣
言
に
添
う
処
理
で
あ
り
、
当
然
進
む
は
ず
の
階
梯
を
踏
ん
で
い
る
ま
で
で
、
さ
し
て
実
際
的
な
問
題

は
な
い
。
…
〔
中
略
〕
… 

朝
鮮
の
独
立
に
つ
い
て
は
、
国
連
総
会
で
多
数
決
に
よ
り
一
つ
の
方
式
が
採
用
さ
れ
た
と
は
い
う

も
の
の
、
ソ
ヴ
ェ
ト
陣
営
が
そ
の
際
反
対
し
、
殊
に
そ
の
後
北マ

マ鮮
の
占
領
国
で
あ
る
ソ
連
邦
が
、
全
く
対
立
的
な
態
度
を
と
っ

て
い
る
た
め
に
、
国
際
的
に
は
依
然
と
し
て
、
大
き
な
問
題
を
残
し
て
い
る
。
…
〔
中
略
〕
…

　

朝
鮮
の
全
的
独
立
の
時
期
は
、
日
本
旧
統
治
権
の
関
係
か
ら
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
論
件
に
過
ぎ
ぬ
が
、
朝
鮮
自
身
及
び
国

連
の
立
場
か
ら
は
、
か
な
り
複
雑
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る︶

20
︵

。
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入
江
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
北
緯
三
八
度
線
は
米
ソ
間
の
暫
定
的
な
日
本
占
領
管
理
境
界
線
に
過
ぎ
ず
、
朝
鮮
独
立
と
は

無
関
係
で
あ
っ
た
。
他
方
、
国
連
総
会
が
示
し
た
解
決
策
は
、
北
緯
三
八
度
線
を
朝
鮮
独
立
と
関
係
の
あ
る
境
界
線
と
し
て
み
な
し

た
。
入
江
は
後
者
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
総
会
決
議
に
法
的
拘
束
力
が
な
い
点
に
注
意
を
促
し
な
が
ら
も
、
一
九
四
八
年
の
時
点
で

は
朝
鮮
問
題
に
関
わ
る
独
自
の
法
理
を
用
意
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

（
三
）
一
国
二
政
府
論
と
内
乱
論

朝
鮮
に
お
け
る
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
の
戦
闘
に
対
し
て
、
米
国
は
即
日
国
連
安
保
理
を
招
集
し
、
北
緯
三
八
度
線
を
軍
事
的

に
越
え
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
当
局
に
対
す
る
非
難
決
議
を
準
備
し
た
。国
連
の
強
制
措
置
を
規
定
し
た
憲
章
第
三
九
条
は
、

「
平
和
の
脅
威(threat of the peace)
」、「
平
和
の
破
壊(break of the peace)

」、「
侵
略(aggression)

」
を
規
定
す
る
が
、
同
日
、

米
国
の
決
議
案
が
主
張
し
た
の
は
「
侵
略
」
で
あ
っ
た
。
他
方
、
国
連
事
務
総
長
ト
リ
グ
ヴ
・
リ
ー(T

rygve L
ie)

は
、
国
連
が
そ

の
戦
闘
行
為
を
非
難
す
る
必
要
性
を
認
め
つ
つ
、
事
態
は
「
平
和
の
脅
威
」
に
該
当
す
る
と
考
え
た
。
国
連
安
保
理
は
、
中
国
代
表

権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ソ
連
が
欠
席
し
て
い
る
状
況
で
開
催
さ
れ
た
。「
侵
略
」
を
主
張
し
た
米
国
案
に
対
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
が
反
対
し
、最
終
的
に「
平
和
の
破
壊
」を
そ
の
折
衷
と
し
て
認
定
し
た︶

21
︵

。
米
国
は
六
月
二
五
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
二
日
間
、

安
保
理
の
勧
告
決
議
な
し
に
大
統
領
権
限
に
よ
っ
て
朝
鮮
派
兵
を
進
め
た
。

国
連
安
保
理
は
六
月
二
七
日
、
加
盟
国
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
当
局
の
武
力
攻
撃
を
撃
退
し
、
朝
鮮
区
域
の
国
際
的
平
和

と
安
全
を
回
復
す
る
た
め
に
、
大
韓
民
国
に
必
要
な
援
助
を
与
え
る
よ
う
に
と
の
勧
告
決
議
を
採
択
し
た
。
国
連
安
保
理
は
更
な
る

措
置
と
し
て
七
月
七
日
に
米
軍
司
令
官
の
下
に
統
一
指
揮
権
を
設
定
す
る
よ
う
勧
告
要
請
し
、
参
加
国
の
国
旗
と
と
も
に
、
国
際
連

合
旗
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
勧
告
決
議
を
採
択
し
た︶

22
︵

。
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入
江
が
戦
闘
勃
発
後
に
最
も
早
く
反
応
し
た
論
説
は
、
一
九
五
〇
年
六
月
三
〇
日
付
の
「
第
三
次
大
戦
に
発
展
す
る
か　

三
十
八

度
線
の
熱
戦
」
で
あ
っ
た
。
入
江
は
次
の
通
り
事
態
を
注
視
し
た
。

　

一
部
の
説
が
い
う
よ
う
に
、
二
つ
の
朝
鮮
と
は
二
つ
の
独
立
国
家
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
一
つ
の
国
家
に
二
つ
の
政
府

が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
を
正
統
政
府
と
し
、
他
方
を
偽
政
府
と
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
自
己
の
支
配
が
、
事
実
上
偽
政
府
の
勢
力
圏
内
に
お
よ
ば
な
い
の
で
あ
る
。
…
〔
中
略
〕
…

　

南
北
両
鮮マ

マ

軍
の
衝
突
に
つ
き
、
平
壌
放
送
と
し
て
、
北マ

マ鮮
政
府
が
南マ

マ鮮
に
た
い
し
て
、
宣
戦
を
布
告
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
宣
戦
の
布
告
は
、
事
実
に
相
違
す
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
宣
戦
の
布
告
と
い
う
言
葉
が
使
用
せ
ら
れ
た
否

か
は
、
さ
し
て
重
要
性
は
な
い
。
三
十
八
度
線
を
区
切
っ
て
、
二
つ
の
独
立
国
が
成
立
し
て
い
る
の
な
ら
、
一
方
の
国
か
ら
他

方
の
国
に
た
い
す
る
宣
戦
の
布
告
、
し
た
が
っ
て
国
際
法
上
の
戦
争
も
あ
り
う
る
が
法
的
に
は
一
つ
の
国
に
二
つ
の
政
府
が
存

立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
方
が
自
己
を
正
統
政
府
と
し
、
他
方
を
反
乱
団
体
と
し
て
い
る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

そ
れ
は
国
際
法
上
の
熱
戦
で
は
な
く
、
通
常
の
内
乱
で
あ
る︶

23
︵

。

入
江
は
、新
聞
各
紙
で
報
じ
ら
れ
て
い
た
宣
戦
布
告
の
既
報
が
誤
報
で
あ
る
点
に
注
意
を
促
し
た
。
同
時
に
こ
の
論
説
を
通
じ
て
、

一
国
二
政
府
論
と
内
乱
論
が
同
時
に
展
開
さ
れ
、
両
者
が
初
め
て
明
確
な
形
で
提
示
さ
れ
た
。

同
時
期
の
七
月
一
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
に
は
「
座
談
会　

激
動
す
る
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
」
が
連

載
さ
れ
た
。
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長
谷
川
（
時
事
通
信
社
代
表
取
締
役
）
ア
メ
リ
カ
政
府
が
今
度
兵
力
を
だ
し
た
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ね
、
国
際
法
上
だ
な
あ
、

ど
う
い
う
根
拠
、
つ
ま
り
ど
う
し
た
ら
正
当
づ
け
が
で
き
る
ん
で
す
か
。

入
江
（
同
社
時
事
研
究
所
長
）　

三
つ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
一
つ
は
ね
、
ま
だ
戦
争
が
つ
づ
い
て
い
る
、
終
わ
っ
て
い
な
い
、

大
統
領
の
命
令
―
全
国
最
高
司
令
官
と
し
て
の
指
令
に
よ
る
行
動
、
つ
ま
り
戦
時
非
常
大
権
に
も
と
づ
い
て
の
行
動
が
ま
だ
と

れ
る
と
い
う
立
場
で
す
。

長
谷
川　

国
内
法
上
は
ね
？

入
江　

え
え
、
憲
法
の
規
定
に
よ
っ
て
や
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
れ
に
む
ろ
ん
矛
盾
が
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
が
ね
。

と
い
う
の
は
、
対
日
講
和
と
は
き
り
は
な
し
て
朝
鮮
の
独
立
を
実
現
し
、
こ
れ
と
平
時
的
な
基
礎
で
、
国
交
関
係
を
確
立
し
て

い
る
。
そ
の
点
矛
盾
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
日
本
と
戦
争
状
態
を
つ
づ
け
て
い
る
間
は
、
そ
の
関
係
地
域
に
た
い
し
て
は
、

ま
だ
戦
時
非
常
大
権
が
行
使
さ
れ
る
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
国
内
法
上
の
解
釈
に
な
る
と
思
う
。

　

第
二
点
は
、
国
際
連
合
憲
章
に
は
、
国
際
連
合
が
強
力
な
制
裁
行
動
を
と
り
う
る
に
い
た
る
ま
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
宣
言
に
も

と
づ
い
て
、
ソ
連
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
そ
れ
に
モ
ス
ク
ワ
宣
言
の
当
時
は
署
名
し
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
て
、

そ
の
五
カ
国
が
国
際
連
合
に
代
っ
て
国
際
平
和
安
全
行
動
を
と
る
と
あ
る︶

24
︵

。
そ
れ
を
文
字
ど
お
り
解
釈
す
る
と
、
ソ
連
をマ
マ

ぬ

き
の
行
動
で
あ
る
か
ら
、
国
際
連
合
憲
章
の
厳
格
な
適
用
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
あ
れ
は
第
百
六
条
で
す
か
、
ソ
連

が
国
際
連
合
に
で
な
い
ん
だ
か
ら
相
談
し
よ
う
に
も
相
談
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
連
を
ぬ
き
に
し
て
、
そ
の
主
要
国
側

が
国
際
連
合
に
代
っ
て
、
と
に
も
か
く
に
も
暫
定
的
な
措
置
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
後
で
正
当
化
す
る
た
め
に
、

安
全
保
障
理
事
会
を
ひ
ら
い
て
正
式
の
決
定
を
行
っ
た
。
こ
の
場
合
も
ソ
連
が
欠
席
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
欠
席
し
た
た
め

に
有
効
な
決
議
の
成
立
を
妨
げ
な
い
ん
だ
、
と
い
う
解
釈
で
す
ね
。
た
だ
し
反
対
の
解
釈
も
あ
り
ま
す
よ
。
…
〔
中
略
〕
…
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安
田
（
同
社
外
信
部
）　

そ
れ
は
、
軍
事
制
裁
を
課
す
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
一
つ
の
解
釈
で
す
か
。

入
江　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
今
度
の
朝
鮮
の
軍
事
衝
突
は
、
国
内
の
戦
争
―
内
乱
だ
、
二
つ
の
国
家
が
あ
る
ん
で

な
し
に
、
た
だ
別
々
の
国
号
を
称
す
る
一
つ
の
朝
鮮
、
そ
し
て
二
つ
の
政
府
が
そ
こ
に
あ
っ
て
、
お
互
に
自
己
を
正
統
政
府
と

い
い
、
他
方
を
非
合
法
政
府
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
内
乱
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
国
の
内
紛
に
た
い
し
て

は
国
際
連
合
は
干
渉
せ
ん
、
と
い
う
不
干
渉
原
則
は
、
そ
の
国
内
事
態
が
国
際
紛
争
に
関
係
が
あ
り
、
国
際
連
合
の
強
制
措
置

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、
つ
ま
り
第
七
章
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
国
際
連
合
は
干
渉
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
今

度
の
強
制
措
置
と
な
っ
た
の
で
す︶

25
︵

。

入
江
は
同
座
談
会
を
通
じ
て
、
第
一
に
大
統
領
命
令
に
よ
る
米
軍
の
朝
鮮
派
兵
は
、
米
国
内
法
上
、
対
日
戦
争
継
続
の
戦
時
的
論

理
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
、
同
時
に
平
時
的
基
礎
の
上
に
成
立
し
て
い
る
韓
米
関
係
に
照
ら
し
て
、
米
国
の
措
置
が

朝
鮮
の
主
権
を
尊
重
す
べ
き
義
務
に
反
す
る
と
の
矛
盾
を
提
示
し
た︶

26
︵

。
第
二
に
ソ
連
欠
席
状
況
で
の
安
保
理
決
議
の
効
力
問
題
に

つ
い
て
取
り
上
げ
、こ
の
点
は
解
釈
を
一
旦
留
保
し
た
。最
後
に
朝
鮮
動
乱
を
内
乱
と
す
る
法
理
を
再
度
確
認
し
、他
方
で
国
連
は「
国

内
事
態
が
国
際
紛
争
に
関
係
が
あ
り
、
強
制
措
置
を
必
要
と
す
る
」
と
判
断
し
た
場
合
、
不
干
渉
原
則
を
破
り
、
干
渉
し
う
る
と
す

る
法
理
を
新
た
に
示
し
た︶

27
︵

。

判
断
を
留
保
し
た
安
保
理
決
議
の
効
力
に
つ
い
て
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
二
日
付
の
論
説
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」
に
お
い
て

見
解
が
示
さ
れ
た
。入
江
は
、安
保
理
決
議
は「
常
任
理
事
国
の
同
意
投
票
を
含
む
七
理
事
国
の
賛
成
投
票
」（
憲
章
第
二
七
条
第
三
項
）

に
よ
り
有
効
に
成
立
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
常
任
理
事
国
」
と
は
「
全
常
任
理
事
国
」
と
通
常
解
し
、
常
任
理
事
国
の
一

国
で
も
欠
席
す
る
と
、「
全
常
任
理
事
国
」
の
同
意
投
票
が
な
い
場
合
、
有
効
な
決
議
が
成
立
し
な
い
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
と
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解
説
し
た︶

28
︵

。
ソ
連
欠
席
状
況
で
の
安
保
理
決
議
は
学
説
の
通
説
か
ら
は
有
効
に
成
立
し
た
と
言
え
な
い
と
し
た
。

他
方
、
実
際
の
決
議
に
つ
い
て
、
入
江
は
「
従
来
の
通
説
に
た
い
し
て
は
、
今
度
の
安
保
理
事
会
は
反
対
の
回
答
を
あ
た
え
た
。
む

し
ろ
少
数
説
を
採
用
」
し
た
と
し
、「
学
説
と
実
際
と
は
、
い
よ
い
よ
か
け
は
な
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
論
じ
た︶

29
︵

。

入
江
自
身
は
、
一
九
五
〇
年
八
月
一
日
付
の
論
説
で
手
続
き
上
の
無
効
論
は
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
憲
章
第
二
七
条
第
三

項
の
解
釈
そ
の
も
の
が
「
理
事
会
と
い
う
国
連
組
織
の
機
関
意
思
と
し
て
は
確
定
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
実
際
の
処
理
を
優
先
す

る
解
釈
を
と
っ
た︶

30
︵

。

（
四
）
北
緯
三
八
度
線
自
動
消
滅
論
と
合
法
的
干
渉
論

米
ソ
両
軍
撤
退
に
よ
る
北
緯
三
八
度
線
自
動
消
滅
論
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
た
の
か
。
入
江
が
こ
の
法
理
を
展
開
し
た
の

は
一
九
五
〇
年
十
月
四
日
付
の
論
説
「
降
伏
勧
告
の
ふ
く
み
」
で
あ
っ
た
。
入
江
は
次
の
通
り
述
べ
る
。

　

理
論
的
に
考
え
て
み
る
と
、
本
来
こ
の
線
は
日
本
軍
の
降
伏
を
分
担
接
受
す
る
便
宜
の
た
め
に
、
米
ソ
両
国
の
間
に
協
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
般
命
令
第
一
号
と
し
て
発
令
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
米
ソ
両
軍
が
南
北
両マ

マ鮮
か
ら
ひ
き
あ
げ
て

し
ま
え
ば
、
も
は
や
そ
れ
は
自
動
的
に
撤
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
の
こ
っ
て
い
る
と
の
実
感

を
あ
た
え
た
の
は
、
こ
の
線
を
境
と
し
て
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
や
、
大
韓
民
国
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

は
国
境
線
で
も
何
で
も
な
い
。
金
日
成
は
、
そ
う
い
う
擬
制
は
撤
去
す
る
と
い
う
建
前
か
ら
、
三
十
八
度
線
を
突
破
し
た
の
で

あ
る
。
し
て
み
る
と
国
連
軍
だ
け
が
、
こ
の
線
に
拘
束
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
六
月
二
十
七
日
の
安
保
理
事
会
決
議
は
、
北マ

マ鮮
の
武
装
攻
撃
を
撃
退
す
る
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
三
十
八
度
線
を
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限
界
と
し
て
い
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
け
れ
ど
も
他
方
で
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
国
際
的
平
和
と
安
全
を
回
復
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
か
か
げ
て
い
る
か
ら
、
北マ

マ鮮
が
三
十
八
度
線
以
北
に
た
て
こ
も
っ
て
、
平
和
と
安
全
に
た
い
す
る
侵
犯

を
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
お
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
軍
事
行
動
は
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る︶

31
︵

。

こ
こ
で
入
江
は
、
第
一
に
一
般
命
令
第
一
号
に
根
拠
を
置
く
北
緯
三
八
度
線
は
米
ソ
両
軍
撤
退
に
よ
り
国
際
法
上
自
動
的
に
消
滅

し
た
と
す
る
法
理
を
展
開
す
る
。
第
二
に
そ
も
そ
も
北
緯
三
八
度
線
は
朝
鮮
独
立
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
朝
鮮
の
国
内
法
上
の
効
力

を
持
た
ず
、
国
境
線
を
構
成
し
な
い
ゆ
え
に
、
二
つ
の
政
府
間
の
武
力
衝
突
は
内
乱
で
あ
る
と
の
法
理
を
と
る
。
第
三
に
他
方
で
安

保
理
決
議
の
合
法
性
を
認
め
る
立
場
か
ら
、
北
緯
三
八
度
線
は
干
渉
の
限
界
線
に
は
な
り
得
な
い
と
す
る
解
釈
を
と
る
。
し
た
が
っ

て
国
連
安
保
理
は
、「
朝
鮮
に
お
け
る
国
際
的
平
和
と
安
全
を
回
復
す
る
こ
と
」
を
盾
に
北
緯
三
八
度
線
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
す
る

法
理
が
成
り
立
ち
う
る
と
す
る
。
結
局
こ
の
論
法
は
合
法
的
干
渉
を
補
強
す
る
た
め
に
北
緯
三
八
度
線
自
動
消
滅
論
が
使
わ
れ
る
と

い
う
循
環
論
法
で
あ
り
、
入
江
は
こ
の
循
環
論
法
の
限
界
に
直
面
し
た
。
な
お
入
江
は
こ
の
論
説
発
表
時
期
に
は
、
安
保
理
決
議
が

勧
告
で
あ
る
事
実
に
つ
い
て
は
注
意
を
向
け
ず
、
連
合
軍
の
合
法
的
干
渉
論
を
展
開
し
た
。

（
五
）
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
法
理
の
修
正

休
戦
協
定
締
結
以
降
、
入
江
の
朝
鮮
問
題
を
論
じ
る
法
理
に
は
い
く
つ
か
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
入
江
は
一
九
五
四
年
に
『
国

際
法
講
座　

第
三
巻
』
に
「
朝
鮮
動
乱
と
国
際
連
合
」
を
執
筆
し
た
。
同
論
文
は
、
朝
鮮
動
乱
の
事
実
は
内
乱
で
あ
り
、
同
時
に
国

連
安
保
理
決
議
は
い
ず
れ
も
有
効
に
成
立
し
た
と
す
る
従
来
の
法
理
を
確
認
し
た
一
方
、
新
た
に
「
共
産
陣
営
と
反
共
陣
営
に
つ
な

が
る
南
北
両
政
権
の
武
力
衝
突
が
、
国
際
平
和
の
脅
威
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
の
武
力
衝
突
を
内
乱
で
あ
る
と
す
る
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と
、
内
乱
が
直
ち
に
国
際
平
和
の
破
壊
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
妥
当
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
見
解
を
盛
り
込
ん
だ
。
入
江

は
、
朝
鮮
に
お
け
る
武
力
衝
突
は
、「
国
際
平
和
の
脅
威
」
を
構
成
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
国
際
平
和
の
破
壊
」
を
構
成
す
る
と

は
言
え
な
い
と
す
る
視
点
を
新
た
に
提
示
し
た
の
で
あ
る︶

32
︵

。
こ
れ
は
安
保
理
決
議
を
万
能
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
前
提
事
実
そ

の
も
の
へ
の
批
判
的
問
い
直
し
で
あ
っ
た
。

入
江
は
一
九
五
九
年
に
刊
行
し
た
単
著
『
現
代
の
国
際
法
』
に
お
い
て
、
北
緯
三
八
度
線
自
動
消
滅
論
を
正
面
に
据
え
、
次
の
通

り
論
じ
た
。

　

北
緯
三
八
度
線
は
、
占
領
管
理
の
境
界
線
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
占
領
国
が
南
北
両
鮮マ

マ

政
府
を
承
認
し
、
そ
れ
よ
り
軍
隊

を
撤
退
し
た
以
上
、
も
は
や
こ
の
境
界
線
は
、
自
動
的
に
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
既
成
事
実
と
し
て
、
こ
の
線
を
境
と

し
て
、
対
立
す
る
両
鮮マ
マ

政
府
が
存
続
し
、
こ
れ
を
支
配
権
の
限
界
と
し
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
法
的
に
は
、
も

は
や
三
八
度
線
は
存
在
せ
ず
、
両
政
権
と
も
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
…
〔
中
略
〕
…

　

朝
鮮
は
朝
鮮
民
主
主
義
共マ

マ

和
国
の
名
で
か
、
大
韓
民
国
の
名
で
か
独
立
し
、
両
政
権
の
支
配
す
る
地
域
的
限
界
に
つ
い
て
、

既
に
三
八
度
線
が
法
的
に
は
消
滅
し
た
以
上
、
い
ず
れ
の
政
権
が
国
家
統
一
の
行
動
を
起
こ
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
国
際
法

上
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う︶

33
︵

。
…
〔
中
略
〕
…

　

安
全
保
障
理
事
会
が
、
北
鮮マ

マ

軍
隊
の
武
力
攻
撃
は
、
平
和
の
破
壊
を
構
成
す
る
と
し
た
こ
と
は
、
憲
章
第
三
九
条
を
思
わ
せ

る
が
、
お
よ
そ
憲
章
の
各
規
程
で
い
う
平
和
と
は
、
国
際
の
平
和
で
あ
り
、
武
力
攻
撃
に
よ
る
平
和
の
破
壊
と
は
、
一
国
が
正

当
な
理
由
な
く
、
他
の
一
国
を
攻
撃
し
、
侵
略
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
北
鮮マ
マ

軍
の
南
鮮マ
マ

攻
撃
は
、
一
国
内
の
武
力
行

動
で
あ
っ
て
、
両
鮮マ
マ
の
武
力
衝
突
は
、
内
乱
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
部
で
は
間
接
侵
略
の
理
論
に
よ
り
、
国
際
共
産
主
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義
の
国
が
、
北
鮮
を
教
唆
し
て
武
力
行
動
を
と
ら
し
た
と
す
る
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
平
和
の
破
壊
を
構
成
す
る
と
断

じ
て
よ
い
。
し
か
し
間
接
侵
略
説
は
、
一
部
の
議
論
で
あ
り
、
そ
の
事
実
は
、
立
証
さ
れ
て
い
な
い︶

34
︵

。

　
入
江
は
同
書
に
お
い
て
、
安
保
理
決
議
が
勧
告
で
あ
る
事
実
に
注
意
を
促
し
、
合
法
的
干
渉
論
を
法
理
の
視
点
か
ら
問
い
直
し
た
。

そ
の
上
で
北
緯
三
八
度
線
自
動
消
滅
を
重
視
し
、
朝
鮮
国
内
で
の
武
力
統
一
の
行
動
は
「
国
際
法
上
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
し
、
朝
鮮
動
乱
を
事
実
と
法
理
の
両
側
面
に
お
い
て
も
内
乱
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場
へ
と
修
正
を
は
か
っ
た
。
こ
う

し
た
入
江
の
学
究
実
践
は
国
際
法
学
と
両
輪
で
進
め
ら
れ
た
国
際
政
治
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

二　

国
際
政
治
を
め
ぐ
る
事
実
と
朝
鮮
問
題

（
一
）〝
冷
戦
＂
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
か

そ
も
そ
も
冷
戦
（C

old W
ar

）
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
入
江
は
冷
戦
と
い
う
現
実
の
国
際
政
治
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

入
江
は
何
を
問
題
と
考
え
た
の
か
―
。
こ
の
問
い
へ
の
接
近
は
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
入
江
の
研
究
を
総
合
的
に
検
討
す
る
上
で
不

可
欠
の
作
業
と
な
る
。

〝
冷
戦
＂
と
は
、そ
も
そ
も
国
際
法
学
の
概
念
や
用
語
で
は
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
・
プ
ラ
シ
ャ
ド(V

ijay P
rashad)

に
よ
る
と
、

米
大
統
領
ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン
の
顧
問
で
あ
っ
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
バ
ル
ー
ク(B

ernard B
aruch)

が
一
九
四
七
年
四
月
一
六
日

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
議
会
で
第
一
世
界
と
第
二
世
界
の
対
立
を
〝
冷
戦
＂
と
表
し
、
そ
れ
を
評
論
家
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ

ン(W
alter L

ippm
ann)

が
執
筆
し
た
コ
ラ
ム
と
彼
の
著
書“

T
h

e C
old

 W
ar : A

 S
tu

d
y in

 U
.S

. F
oreign

 P
olicy”

を
通
じ
て
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広
が
り
、
そ
の
用
語
は
、
一
九
四
七
年
末
以
降
に
米
国
国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
規
模
で
人
口
に
膾
炙
す
る
に
至
っ
た︶

35
︵

。

入
江
は
一
九
四
八
年
一
二
月
の
暮
れ
に
雑
誌『
世
界
週
報
』に「
一
九
四
八
年
を
送
る
」を
執
筆
し
た
。
入
江
は
同
論
説
の
中
で
、「
後

世
史
家
は
」
と
い
う
主
語
を
借
用
し
な
が
ら
、一
九
四
八
年
と
は
「
冷
戦
と
い
う
言
葉
の
氾
濫
し
た
年
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
問
う
た
。

　

今
年
ほ
ど
世
界
の
構
造
的
矛
盾
を
、
あ
ら
わ
に
さ
ら
け
出
し
た
年
は
な
い
。
後
世
史
家
は
、
こ
の
年
を
「
冷
戦
と
い
う
言
葉

の
氾
濫
し
た
年
」
と
定
義
す
る
で
あ
ろ
う
。
…
〔
中
略
〕
…

　

第
二
次
世
界
戦
争
の
処
理
が
お
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
第
三
次
世
界
戦
争
の
脅
威
が
、
ま
じ
め
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
平
和
の
立
場
か
ら
、
今
年
ほ
ど
負
数
を
増
し
た
年
は
な
い
。
も
っ
と
も
負
数
だ
け
に
目
を
く
ら
ま
す
必
要
は
な
い
。
む
し

ろ
今
年
は
、
平
和
に
向
か
っ
て
の
正
数
を
も
加
え
た
。
世
界
の
構
造
的
矛
盾
は
、
決
し
て
爆
発
点
に
い
た
ら
な
か
っ
た
ば
か
り

で
な
く
、
は
る
か
手
前
で
、
そ
の
危
険
を
封
じ
た
と
も
い
え
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
緊
張
や
、
太
平
洋
戦
争
の
前
夜
は
、
つ
い
に

現
れ
な
か
っ
た
。

　

な
る
ほ
ど
、
共
産
陣
営
と
反
共
陣
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
派
の
強
化
に
奔
走
し
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト
陣
営
の
相
互
援
助
条
約
体
制
と
、

反
対
陣
営
の
同
盟
条
約
体
制
は
、
露
骨
な
対
立
意
識
を
も
っ
て
推
進
せ
ら
れ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
経
済
的
反
共
マ
ジ

ノ
線
な
ら
、
北
大
西
洋
同
盟
の
構
想
は
、
軍
事
的
反
共
マ
ジ
ノ
線
の
性
格
を
持
つ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
構
造
的
矛
盾
は
、
今
年
こ
そ
悪
化
の
頂
点
に
達
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
他
面
で
は
、
一
つ
の
利
益
社

会
は
、
利
益
社
会
と
し
て
の
統
一
性
を
も
つ
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
う
た
や
す
く
破
綻
す
る
も
の
で
は
な
い
。
拒
否
権
す
ら
が
、

国
際
連
合
を
殺
す
も
の
で
は
な
く
そ
の
生
命
を
つ
な
い
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
共
産
陣
営
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
連
邦
に
よ
り
代
表
的

に
行
使
さ
れ
る
拒
否
権
が
な
か
っ
た
ら
、
と
う
に
国
連
か
ら
脱
退
し
て
い
た
ろ
う
。
拒
否
権
の
故
に
、
辛
う
じ
て
一
つ
の
世
界
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的
な
場
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い︶

36
︵

。

こ
こ
で
入
江
は
、「
世
界
の
構
造
的
矛
盾
」
を
共
産
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
と
反
共
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
た
な
抗
争
と
捉
え
る
見
方
に
立

つ
一
方
で
、「
冷
戦
」
を
事
実
問
題
で
は
な
く
、「
言
葉
の
氾
濫
」
の
問
題
と
考
え
た
。
そ
の
特
質
は
、
両
ブ
ロ
ッ
ク
が
共
存
す
る
国

連
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
勝
利
し
た
諸
国
に
よ
る
一
種
の
利
益
社
会
と
し
て
の
統
一
性
を
保
ち
、
容
易
に
第
三
次
世
界
大
戦
の
脅
威

に
転
化
す
る
も
の
で
な
い
と
す
る
理
解
に
あ
っ
た
。
こ
の
視
点
は
国
連
機
構
の
誕
生
を
注
視
し
て
き
た
国
際
法
学
者
な
ら
で
は
と
い

え
る
。
入
江
は
「
冷
戦
」
と
い
う
事
実
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
は
第
三
次
世
界
大
戦
の
戦
争
不
可
避

論
へ
と
容
易
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
「
冷
戦
」
と
い
う
「
言
葉
の
氾
濫
」
で
あ
る
と
考
え
た
。

入
江
は
、
少
な
く
と
も
一
九
四
八
年
初
頭
か
ら
朝
鮮
動
乱
が
勃
発
す
る
一
九
五
〇
年
六
月
に
か
け
て
、
こ
の
「
言
葉
の
氾
濫
」
は
、

国
際
政
治
の
現
場
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
各
国
の
国
内
政
治
に
お
け
る
、
あ
る
「
誤
解
」
を
通
じ
て
、
広

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。

ソ
連
の
核
武
装
、米
ソ
間
の
核
兵
器
開
発
競
争
を
受
け
て
書
か
れ
た
一
九
四
九
年
十
月
三
日
付
の
論
説
「
原
爆
問
題
と
国
際
情
勢
」

に
お
い
て
、
入
江
は
戦
争
不
可
避
論
を
批
判
す
る
論
陣
を
張
っ
た
が
、
そ
の
論
説
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

原
爆
戦
争
は
さ
け
ら
れ
る
か
。
さ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
さ
け
ら
れ
ぬ
道
理
も
あ
る
ま
い
。
た
だ
世
に
は
誤
っ
た
宿
命
論

的
ま
た
は
決
定
論
的
戦
争
観
が
あ
る
。
こ
と
に
レ
ー
ニ
ン
主
義
戦
争
観
は
、
し
ば
し
ば
誤
解
の
種
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
陣
営

は
こ
と
さ
ら
に
そ
れ
を
引
用
し
て
、
共
産
主
義
的
好
戦
思
想
と
し
て
い
る
。
…
〔
中
略
〕
… 

階
級
的
な
暴
力
革
命
と
戦
争
の

肯
定
は 

…
〔
中
略
〕
… 

主
張
の
一
面
に
拘
泥
し
た
見
方
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
言
論
集
か
ら
、
世
界
平
和
論
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や
国
際
協
調
論
を
見
だ
す
こ
と
は
、
い
た
っ
て
た
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
一
国
社
会
主
義
の
立
場
が
と
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
世
界
革
命
理
論
は
根
本
的
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

反
対
陣
営
に
も
、
世
界
戦
争
の
不
可
避
論
も
あ
れ
ば
、
人
間
の
叡
智
に
信
頼
す
る
恒
久
平
和
論
も
あ
る
。
問
題
は
双
方
の
陣

営
で
唱
え
ら
れ
る
平
和
の
叫
び
を
と
ら
え
て
、
そ
の
実
現
に
向
っ
て
全
智
全
能
を
傾
け
る
こ
と
で
あ
る︶

37
︵

。

入
江
は
米
国
社
会
を
念
頭
に
反
共
化
す
る
各
国
の
国
内
政
治
に
お
い
て
、
第
三
次
世
界
大
戦
の
不
可
避
論
が
誤
っ
た
一
種
の
宿
命

論
的
ま
た
は
決
定
論
的
戦
争
観
に
基
づ
い
て
主
張
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
対
立
陣
営
の
主
張
の
過
去
の
一
面
に
拘
泥
し
た
見
方
で
あ

り
、妥
当
で
な
い
と
す
る
立
場
を
と
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
原
爆
戦
争
を
避
け
る
道
は
、「
誤
解
」そ
の
も
の
を
克
服
し
、さ
ら
に
は「
双

方
の
陣
営
で
唱
え
ら
れ
る
平
和
の
叫
び
」、「
人
間
の
叡
智
に
信
頼
す
る
恒
久
平
和
論
」
を
と
ら
え
て
、「
そ
の
実
現
に
向
っ
て
全
智

全
能
を
傾
け
る
こ
と
」
に
あ
る
と
強
い
論
調
で
述
べ
た
。

（
二
）〝
冷
戦
＂
と
い
う
用
語
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か

入
江
は
、各
国
国
内
政
治
に
広
が
る
冷
戦
認
識
の
過
剰
な
氾
濫
に
警
戒
感
を
強
く
示
し
た
。
入
江
は
、〝
冷
た
い
戦
争
＂
で
は
な
く
、

〝
冷
た
い
平
和
＂
と
い
う
用
語
で
国
際
情
勢
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
四
九
年
九
月
に
北
大
西
洋
条
約
の
米
国
上
院
批
准
を
受

け
て
書
か
れ
た
論
説
「
世
界
の
反
共
攻
勢
」
に
お
い
て
、
入
江
は
「
冷
た
い
平
和
は
、
も
っ
と
は
っ
き
り
い
う
と
、
武
装
し
た
平
和

で
あ
る
。
…
〔
中
略
〕
… 

共
産
、
反
共
両
陣
営
が
、
同
盟
・
相
互
援
助
条
約
網
で
対
立
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
武
装
平
和
の
責
任
を
、

い
ず
れ
か
一
方
に
き
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、
武
装
を
解
い
た
平
和
で
な
け
れ
ば
、
真
の
平
和
と
い
え
ぬ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」

と
論
じ
た︶

38
︵

。
入
江
は
国
際
情
勢
に
つ
い
て
、〝
冷
た
い
戦
争
＂
よ
り
も
、〝
冷
た
い
平
和
＂
が
事
実
に
符
合
す
る
と
考
え
た
。
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入
江
が
自
身
の
論
説
の
中
で
〝
冷
た
い
戦
争
＂
と
い
う
用
語
を
政
治
状
況
の
説
明
と
し
て
使
用
し
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
四
月
で

あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
四
月
二
四
日
付
の
論
説
「
米
・〝
超
党
派
外
交
＂
推
進
の
背
景
」
に
お
い
て
入
江
は
、〝
冷
た
い
戦
争
＂
は
、

米
国
国
内
で
反
共
政
策
を
説
く
共
和
党
の
メ
ン
バ
ー
が
ア
チ
ソ
ン
外
交
を
反
共
主
義
的
に
非
難
す
る
主
張
に
み
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

入
江
は
〝
冷
た
い
戦
争
＂
が
国
際
政
治
の
現
実
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
反
共
政
策
の
遂
行
を
主
張
す
る
者
の
意
識
の
問
題
で
あ
る

と
注
意
を
促
し
た︶

39
︵

。

他
方
、
一
九
五
〇
年
六
月
一
四
日
付
の
論
説
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
の
意
義
と
背
景
」
で
は
、
六
・
六
追
放
に
関
わ
る
日
本
国
内

の
情
勢
解
説
に
触
れ
、「
冷
戦
」
と
い
う
用
語
を
国
際
政
治
に
お
け
る
事
実
問
題
と
し
て
も
使
用
し
た︶

40
︵

。
入
江
は
同
論
説
で
、「
冷

た
い
戦
争
に
あ
っ
て
、
モ
ス
ク
ワ
に
同
調
す
る
日
共
の
行
動
が
、
ア
メ
リ
カ
や
、
ア
メ
リ
カ
を
主
体
と
す
る
日
本
管
理
に
向
け
ら
れ

る
の
は
、
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
に
よ
る
ソ
ヴ
ェ
ト
勢
力
の
ア
ジ
ア
進
出
と
と
も
に
、

い
っ
そ
う
強
く
な
り
、
そ
れ
に
反
発
す
る
ア
メ
リ
カ
の
態
度
も
、
ま
す
ま
す
硬
化
し
つ
つ
あ
る
の
が
実
情
で
あ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
冷
い
戦
争
も
、
日
本
に
場
を
求
め
て
爆
発
し
う
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
冷
戦
」
が
国
際
政
治
状
況
に

お
け
る
事
実
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た︶

41
︵

。
こ
う
し
た
変
化
は
一
九
五
〇
年
六
月
以
降
の
論
説
か
ら
で
あ
っ
た
。

入
江
は
一
九
四
七
年
以
降
朝
鮮
問
題
を
扱
っ
た
論
説
に
お
い
て
も
、「
冷
戦
」
と
い
う
国
際
政
治
の
用
語
で
説
明
す
る
こ
と
に
慎

重
で
あ
っ
た
。
入
江
に
と
っ
て
ま
ず
も
っ
て
そ
れ
は
、
第
二
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
に
関
わ
る
国
際
法
の
問
い
で
あ
っ
た
。

他
方
で
入
江
は
、
一
九
五
〇
年
八
月
一
日
付
の
論
説
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」
に
お
い
て
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て
「
国
際
的

な
冷
戦
」
と
い
う
文
脈
で
論
じ
た
。
入
江
は
同
論
説
に
お
い
て
、「
ど
う
い
う
内
乱
で
も
、
た
い
て
い
国
際
的
な
紛
争
に
発
展
す
る
。

け
れ
ど
も
今
度
の
朝
鮮
の
動
乱
み
た
い
に
、
む
し
ろ
最
初
か
ら
国
際
的
な
冷
戦
が
、
朝
鮮
に
場
を
も
と
め
て
、
熱
戦
に
転
化
し
た
と

い
う
性
質
の
も
の
も
め
ず
ら
し
い
。
そ
の
起
因
は
、
三
十
八
度
線
の
設
定
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
」
と
述
べ
た︶

42
︵

。
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一
九
五
〇
年
六
月
以
降
、
入
江
の
国
際
情
勢
理
解
に
お
い
て
北
緯
三
八
度
線
と
冷
戦
を
関
連
づ
け
て
論
じ
る
修
正
が
あ
っ
た
。 

入
江
は
こ
の
時
期
、
日
本
軍
降
伏
の
分
担
接
収
の
た
め
の
北
緯
三
八
度
線
は
、
の
ち
に
「
米
ソ
両
国
を
中
心
と
す
る
冷
戦
が
、
線
の

本
質
を
変
え
」、「
予
期
以
上
に
固
着
し
、
朝
鮮
の
統
一
を
妨
げ
る
障
碍
と
な
っ
た
」
と
意
味
変
容
論
を
展
開
し
た︶

43
︵

。

（
三
）
国
際
冷
戦
状
況
の
中
で
の
戦
争
不
可
避
論
批
判

一
九
五
〇
年
九
月
二
五
日
付
の
論
説
「
朝
鮮
動
乱
と
世
界
の
情
勢
」
は
、入
江
の
こ
う
し
た
国
際
情
勢
理
解
の
修
正
を
反
映
し
た
。

同
論
説
は
、
入
江
の
戦
争
不
可
避
論
批
判
と
国
際
冷
戦
状
況
分
析
を
結
び
つ
け
た
独
創
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

朝
鮮
を
東
洋
の
バ
ル
カ
ン
に
た
と
え
る
の
は
、皮
相
の
観
測
で
あ
る
。
…
〔
中
略
〕
… 

本
質
的
火
薬
庫
性
は
、朝
鮮
に
は
な
い
。

な
る
ほ
ど
そ
の
昔
は
朝
鮮
も
、
百
済
と
か
、
高
句
麗
と
か
、
新
羅
と
か
、
数
々
の
国
が
対
立
し
て
、
紛
乱
を
か
さ
ね
た
も
の
だ

が
、
そ
れ
は
過
去
の
歴
史
と
し
て
、
そ
の
記
録
が
古
物
博
物
館
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
今
日
の
朝
鮮
は
、
一
つ
の
民
族
、

一
つ
の
朝
鮮
で
あ
り
、
そ
れ
は
バ
ル
カ
ン
の
複
雑
な
民
族
構
成
や
国
家
構
成
と
は
、
と
て
も
く
ら
べ
る
こ
と
は
で
き
ぬ
も
の
で

あ
る
。

　

で
は
朝
鮮
動
乱
の
原
因
は
何
か
。
二
つ
の
朝
鮮
が
、
衝
突
し
た
の
が
、
今
日
の
動
乱
で
は
な
い
か
。
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。
し
か
し
二
つ
の
朝
鮮
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
古
い
バ
ル
カ
ン
の
尺
度
で
は
、
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
問
題
で
あ
る
。
そ

れ
は
バ
ル
カ
ン
の
よ
う
な
複
雑
な
民
族
構
成
、
国
家
構
成
か
ら
き
た
の
で
は
な
く
、
人
為
的
に
設
定
し
た
北
緯
三
十
八
度
線
と

い
う
単
純
な
事
実
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
来
一
つ
の
民
族
、
一
つ
の
地
域
、
一
つ
の
国
と
、
単
純
な
人
為
的
区
画
で
、
分
離
し
た
と
こ
ろ
に
、
第
二
次
世
界
戦
争
後
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の
新
し
い
紛
争
原
因
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
だ
し
、
あ
る
程
度
ま
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
つ
い
て
も
い
え
る
。
そ
れ
は
今
ま
で
の
歴
史
で
は
、
前
例
の
な
い
紛
争
原
因
を
は
ら
む
も
の
で
あ
る︶

44
︵

。

入
江
は
朝
鮮
を
、
国
家
、
地
域
、
民
族
と
い
う
三
つ
の
平
面
か
ら
理
解
し
、
本
来
い
ず
れ
も
一
つ
で
あ
る
も
の
を
第
二
次
世
界
大

戦
の
結
果
と
し
て
、
人
為
的
区
画
に
よ
っ
て
分
離
し
た
点
に
紛
争
原
因
が
あ
る
と
論
じ
た
。
入
江
は
同
論
説
で
、
朝
鮮
動
乱
が
北
緯

三
八
度
線
を
撤
廃
す
る
国
内
の
独
立
統
一
戦
争
で
あ
る
と
事
実
を
と
ら
え
、
第
三
次
世
界
大
戦
が
喧
伝
さ
れ
る
日
本
の
言
論
状
況
を

批
判
し
、
朝
鮮
の
本
質
的
火
薬
庫
性
を
批
判
す
る
論
陣
を
張
っ
た
。

（
四
）
国
連
安
保
理
決
議
万
能
論
に
対
す
る
警
戒

入
江
は
朝
鮮
動
乱
勃
発
時
に
ソ
連
欠
席
と
い
う
偶
然
的
要
素
で
可
能
と
な
っ
た
国
連
安
保
理
決
議
に
つ
い
て
、
国
際
法
解
釈
と
し

て
は
そ
の
効
力
を
是
認
し
た
一
方
、
国
際
政
治
解
釈
と
し
て
は
「
国
連
が
反
共
陣
営
の
独
占
機
関
化
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
」

と
し
て
、
強
い
警
戒
感
を
示
し
た
。
入
江
は
一
九
五
〇
年
七
月
一
二
日
付
の
論
説
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」
に
お
い
て
、
次
の
通

り
述
べ
た
。

　

安
保
理
事
会
が
偶
然
の
事
実
か
ら
平
和
保
障
に
向
っ
て
、
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
こ
と
は
、
国
連
よ
り
す
れ
ば
、
好
ま
し
い

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
偶
発
的
な
要
素
は
、
実
は
は
な
は
だ
好
ま
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
態
が
つ
づ
け
ば
、
国
連
は

共
産
陣
営
の
諸
国
を
除
外
し
た
反
共
的
機
関
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
も
し
ソ
連
邦
が
何
ら
か
の
機
会
に
復
帰
す
れ
ば
、
安
保
理

事
会
は
ふ
た
た
び
拒
否
権
行
使
の
場
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
国
連
は
現
在
、
対
立
す
る
二
つ
の
陣
営
を
、
一
つ
の
場
に
集
め
て
い
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る
唯
一
の
全
世
界
的
な
機
関
で
あ
る
。
…
〔
中
略
〕
… 

そ
の
国
連
が
、
反
共
陣
営
の
独
占
的
機
関
化
す
る
こ
と
は
、
決
し
て

望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
…
〔
中
略
〕
… 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
朝
鮮
の
動
乱
に
た
い
し
て
国
連
は
一
おマ

うマ

効
果
的
な

措
置
を
と
り
、
そ
の
安
全
保
障
機
能
を
遂
行
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
国
連
の
基
底
に
ひ
そ
ん
で
い
る
重
大
な
困
難
は
、

少
し
も
解
決
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
逆
に
そ
の
困
難
を
加
え
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
困
難
を
緩
和
し
、
解
消
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
国
連
の
将
来
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
あ
る
い
は
国
連
に
課
せ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
、
人
類

に
課
せ
ら
れ
た
緊
要
の
課
題
で
あ
る︶

45
︵

。

入
江
の
警
戒
感
は
、
国
連
の
反
共
的
機
関
化
へ
の
警
戒
だ
け
で
は
な
く
、
国
連
安
保
理
の
朝
鮮
動
乱
対
策
が
持
っ
て
い
る
法
理
と

全
世
界
的
機
関
と
し
て
の
性
格
と
の
間
の
矛
盾
に
根
ざ
し
て
い
た
。
そ
れ
は
国
連
安
保
理
決
議
万
能
論
に
対
す
る
警
戒
で
あ
っ
た
。

世
界
平
和
機
構
を
標
榜
す
る
国
連
と
実
際
の
朝
鮮
動
乱
対
策
に
は
開
き
が
あ
り
、そ
の
対
策
が
反
共
ブ
ロ
ッ
ク
主
導
に
傾
い
た
た
め
、

そ
の
限
界
を
直
視
し
、
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
て
提
示
し
た
。

（
五
）
戦
争
不
可
避
論
批
判
と
文
官
政
治
の
優
先

入
江
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
国
際
法
と
国
際
政
治
を
つ
な
ぐ
政
治
的
解
決
の
重
要
性
を
と
ら
え
た
。
同
時
期
に
入
江
は
、
後
に
対

日
平
和
条
約
締
結
の
全
権
大
使
と
な
る
英
国
国
務
相
ケ
ネ
ス
・
ヤ
ン
ガ
ー(K

enneth Y
ounger)

と
米
国
国
務
長
官
顧
問
ジ
ョ
ン
・

フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス(John F

oster D
ulles)

の
二
人
に
注
目
し
た
。

入
江
は
一
九
五
一
年
三
月
二
三
日
付
の
論
説
「
三
八
度
線
と
ヤ
ン
ガ
ー
声
明
」
に
お
い
て
、
次
の
通
り
論
じ
た
。
同
論
説
は
三
月

二
二
日
英
国
下
院
で
の
ヤ
ン
ガ
ー
に
よ
る
英
国
の
北
緯
三
八
度
線
の
不
突
破
に
関
す
る
答
弁
に
敏
感
に
反
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
務
相
ケ
ネ
ス
・
ヤ
ン
ガ
ー
の
下
院
声
明
は
、
い
た
っ
て
常
識
的
で
あ
る
。
常
識
的
で
あ

る
と
い
う
の
は
、
平
凡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
か
、
条
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
は
、

つ
ね
に
条
理
に
し
た
が
う
。
平
凡
な
声
明
の
な
か
に
、
ど
こ
に
重
点
が
あ
る
か
を
みマ

マの
が
し
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

ヤ
ン
ガ
ー
は
第
一
に
、
三
十
八
度
線
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
想
像
の
産
物
で
あ
っ
て
、
実
在
性
は
な
い
と
い
う
。
ま
さ
に
そ

の
と
お
り
で
あ
る
。
占
領
管
理
の
分
担
区
域
を
示
す
た
め
に
、
便
宜
上
、
三
十
八
度
線
を
区
切
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

米
ソ
両
軍
が
撤
退
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
線
は
自
動
的
に
消
滅
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
線
を
境
と
し
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
と
、
大
韓
民
国
が
対
立
し
た
と
て
、
そ
れ
は
国
際
協
定
に
基
礎
を
お
い
た
も
の
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
連
合
軍
司
令
官
は
、
戦
術
上
の
意
味
で
、
三
十
八
度
線
に
拘
束
さ
れ
は
せ
ぬ
と
い
う
。
三
十
八
度
線
が
、
現
在
と

な
っ
て
は
、
想
像
上
の
産
物
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
連
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
最
高
司
令
官
は
、
こ
の
線
を
こ
え
る
権
限

が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
事
実
一
度
は
こ
の
線
を
こ
え
た
。

　

と
こ
ろ
で
三
十
八
度
線
が
、
実
在
せ
ぬ
と
か
、
最
高
司
令
官
が
、
こ
れ
を
こ
え
う
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
教

え
ら
れ
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
ヤ
ン
ガ
ー
声
明
の
ね
ら
い
で
も
な
い
。
問
題
は
こ
の
二
点
か
ら
、
急
転
回
し
て
、
第
三
の
論
点

を
ひ
き
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
北マ

マ鮮
進
出
は
、
軍
事
的
な
意
味
が
あ
る
と
と
も
に
、
政
治
的
な
意
味
が
あ
り
、
よ
っ
て

い
っ
さ
い
の
関
係
国
間
に
、
十
分
協
議
を
と
げ
る
ま
で
は
、
北
進
の
行
動
は
お
こ
さ
ぬ
こ
と
に
、
合
意
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
北
進
と
は
何
か
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
三
十
八
度
線
を
こ
え
る
こ
と
で
あ
る
。
論
理
的
に
は
、
三
十
八
度
線
は
消

滅
し
て
い
る
が
、
政
治
的
に
は
、
こ
の
線
は
ま
だ
生
命
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
こ
え
る
こ
と
が
、
朝
鮮
の
戦
局

を
早
く
片
づ
け
る
こ
と
に
な
る
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
線
に
と
ど
ま
っ
て
、
い
っ
そ
う
高
度
の
政
治
力
を
発
揮
し
、
こ
れ
を
解
決

す
る
よ
う
くマ

マ
ふ
う
す
る
か
、
い
ま
そ
の
重
要
な
瀬
戸
ぎ
わ
に
あ
る︶

46
︵

。
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入
江
は
ヤ
ン
ガ
ー
を
引
き
な
が
ら
、
対
日
戦
後
処
理
に
お
い
て
引
か
れ
た
北
緯
三
八
度
線
は
国
際
法
上
消
滅
し
て
い
る
一
方
、
国

連
の
朝
鮮
問
題
へ
の
関
与
に
よ
っ
て
新
た
に
観
念
さ
れ
た
北
緯
三
八
度
線
が
別
に
あ
る
と
い
う
理
解
を
念
頭
に
、
後
者
の
意
味
で
の

線
を
連
合
軍
が
越
え
る
こ
と
を
警
戒
し
た
。
入
江
は
国
連
総
会
決
議
万
能
論
に
対
す
る
警
戒
を
ヤ
ン
ガ
ー
声
明
の
中
に
読
み
込
み
、

従
来
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
合
法
的
干
渉
の
循
環
論
法
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。

一
九
五
一
年
四
月
一
一
日
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
よ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
解
任
は
、
入
江
に
と
っ
て
現
代
史
を
論
じ
る
に
相
応
し
い

出
来
事
で
あ
っ
た
。
入
江
は
一
九
五
一
年
四
月
一
八
日
付
の
論
説
「
憲
法
か
ら
み
た
元
帥
の
罷
免
」
で
次
の
通
り
述
べ
た
。

　

形
式
論
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
政
治
が
軍
事
に
優
先
し
、
政
権
が
軍
権
を
抑
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が

憲
法
上
の
建
前
で
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
解
任
事
件
も
、
そ
れ
が
立
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で

あ
る
。
…
〔
中
略
〕
…

　

ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
と
い
え
ば
、
人
も
知
る
反
共
的
な
政
治
家
で
あ
る
。
だ
か
ら
ソ
ヴ
ェ
ト
陣
営
は
、
国
際
連

合
の
場
を
か
り
て
、
ダ
レ
ス
氏
に
た
い
し
て
戦
争
扇
動
家
の
刻
印
を
押
そ
う
と
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
非
常
に
興
味
あ
る

こ
と
は
、
そ
の
ダ
レ
ス
氏
が
や
は
り
こ
の
政
権
優
先
、
軍
権
従
属
の
政
治
哲
学
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
、
ソ
連
邦
の
共
産
党
政

治
局
の
絶
対
的
な
地
位
を
指
摘
し
、
軍
人
な
ど
は
、
物
の
数
で
は
な
い
と
い
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
ソ
連
邦
の
政
治
が
霊
妙
で
あ
る

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

実
際
、
氏
が
い
う
よ
う
に
、
ソ
連
邦
の
指
導
者
は
文
官
で
あ
っ
て
、
軍
部
の
判
断
を
統
制
す
る
も
の
は
、
文
官
の
判
断
で
あ

る
。
そ
れ
は
決
し
て
、
軍
権
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
た
だ
そ
れ
を
支
配
す
る
の
が
、
政
治
力
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る︶

47
︵

。
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入
江
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
解
任
を
通
じ
て
、
政
治
が
軍
事
に
優
先
す
る
と
い
う
米
国
国
内
政
治
に
敏
感
に
反
応
す
る
中
で
、
ダ
レ
ス
の

著
書“

W
ar or P

eace”

に
展
開
さ
れ
て
い
る
原
則
に
注
意
を
促
し
た
。
同
書
は
米
国
国
民
に
呼
び
か
け
る
形
で
戦
争
不
可
避
論
を

批
判
し
、
文
官
が
軍
人
に
優
越
す
る
米
国
政
治
の
原
則
を
指
摘
し
、
同
時
に
ソ
連
政
治
に
お
け
る
文
官
優
越
に
言
及
し
た︶

48
︵

。

入
江
は
こ
う
し
た
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
秩
序
が
、
文
官
優
越
の
国
内
政
治
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
と
理
解
し
、
文
官
政
治
が
む

し
ろ
冷
戦
に
優
越
し
て
い
る
事
実
を
見
通
し
た
。
入
江
は
国
際
政
治
に
お
い
て
戦
争
不
可
避
論
を
批
判
す
る
論
陣
を
張
る
中
で
、
朝

鮮
問
題
を
含
む
国
際
問
題
の
平
和
的
解
決
を
文
官
優
越
の
国
際
政
治
の
場
で
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
た
。
入
江
は
、
国
連
の

反
共
独
占
化
へ
の
批
判
と
世
界
不
可
避
論
へ
の
批
判
の
視
座
か
ら
、
国
際
問
題
を
考
え
、
そ
の
中
で
朝
鮮
問
題
の
政
治
的
解
決
の
原

則
を
論
じ
た
の
で
あ
っ
た︶

49
︵

。

終
わ
り
に　

本
稿
は
、
国
際
法
学
者
入
江
啓
四
郎
に
よ
る
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
法
・
国
際
政
治
研
究
に
つ
い
て
、
主
に
一
九
四
五
年
か
ら

一
九
五
〇
年
代
末
ま
で
の
論
説
を
検
討
し
た
。
本
稿
の
考
察
結
果
を
以
下
に
ま
と
め
た
い
。

入
江
自
身
は
朝
鮮
問
題
の
専
門
家
で
は
な
く
、
国
際
法
研
究
、
と
り
わ
け
戦
後
処
理
研
究
と
国
連
研
究
の
視
点
か
ら
朝
鮮
問
題
に

関
わ
る
研
究
を
始
め
た
。
入
江
は
一
九
四
七
年
国
連
総
会
で
の
討
議
を
受
け
て
、
朝
鮮
問
題
を
対
日
戦
後
処
理
問
題
と
国
連
問
題
と

し
て
の
側
面
と
い
う
二
側
面
に
区
別
し
て
議
論
し
た
。
入
江
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
北
緯
三
八
度
線
は
一
般
命
令
第
一
号
に

根
拠
を
置
く
朝
鮮
半
島
に
引
か
れ
た
米
ソ
間
の
暫
定
的
日
本
占
領
管
理
境
界
線
に
過
ぎ
ず
、
朝
鮮
独
立
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
入

江
は
国
連
総
会
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
討
議
を
消
極
的
に
容
認
す
る
解
釈
を
と
っ
た
一
方
、
当
該
決
議
が
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
点
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に
注
意
を
促
し
、
一
九
四
八
年
に
後
者
の
国
連
問
題
と
し
て
の
側
面
は
複
雑
化
し
た
と
の
認
識
を
示
し
た
。

入
江
は
、
一
九
四
八
年
時
点
で
は
朝
鮮
の
地
位
を
め
ぐ
る
法
理
を
明
確
化
さ
せ
な
か
っ
た
が
、
朝
鮮
動
乱
勃
発
直
後
の
論
説
を
通

じ
て
、
一
国
二
政
府
論
と
内
乱
論
を
同
時
に
展
開
し
、
両
者
を
初
め
て
明
確
な
形
で
提
示
し
た
。
入
江
は
北
緯
三
八
度
線
は
朝
鮮
の

国
内
法
上
の
効
力
を
持
た
ず
、国
境
線
を
構
成
し
な
い
ゆ
え
に
、二
つ
の
政
府
間
の
武
力
衝
突
は
内
乱
で
あ
る
と
の
事
実
認
識
に
立
っ

た
。
同
時
に
ソ
連
欠
席
下
で
討
議
さ
れ
た
一
連
の
国
連
安
保
理
決
議
に
つ
い
て
、
手
続
き
上
の
無
効
論
は
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

し
、
合
法
的
干
渉
容
認
の
解
釈
に
立
っ
た
。
こ
の
合
法
的
干
渉
論
の
文
脈
で
北
緯
三
八
度
線
が
米
ソ
両
軍
撤
退
に
よ
り
国
際
法
上
自

動
的
に
消
滅
し
た
と
す
る
法
理
を
展
開
し
た
。
こ
の
時
期
、
入
江
は
安
保
理
決
議
が
勧
告
に
過
ぎ
な
い
点
に
は
注
目
せ
ず
、
内
乱
論

と
合
法
的
干
渉
論
の
折
衷
説
を
展
開
し
た
。

休
戦
協
定
締
結
以
降
、
入
江
の
法
理
に
は
重
要
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
法
理
に
お
い
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
武
力
衝
突
は
、

一
国
内
の
武
力
行
動
で
あ
り
、
国
際
法
上
非
難
で
き
な
い
と
し
た
。
入
江
は
、
北
緯
三
八
度
線
自
動
消
滅
と
内
乱
の
法
理
に
重
心
を

移
し
、
連
合
軍
の
干
渉
を
不
当
論
の
文
脈
に
据
え
た
。
こ
う
し
た
入
江
の
学
究
実
践
は
国
際
法
研
究
と
両
輪
で
進
め
ら
れ
た
国
際
政

治
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

入
江
の
国
際
政
治
研
究
は
、
冷
戦
認
識
の
過
剰
論
、
戦
争
不
可
避
論
、
朝
鮮
半
島
の
本
質
的
火
薬
庫
性
論
を
批
判
す
る
な
か

で
、
国
連
安
保
理
決
議
万
能
論
に
対
す
る
批
判
へ
と
展
開
し
た
。
入
江
は
ソ
連
欠
席
下
の
国
連
安
保
理
決
議
に
つ
い
て
、
国
際
法
解

釈
と
し
て
は
是
認
し
た
一
方
、
国
際
政
治
解
釈
と
し
て
は
国
連
の
反
共
独
占
機
関
化
は
望
ま
し
く
な
い
と
し
て
警
戒
し
た
。
結
局

一
九
四
七
年
に
国
連
研
究
と
し
て
始
ま
っ
た
入
江
の
朝
鮮
問
題
研
究
は
、
そ
の
展
開
過
程
に
お
い
て
国
連
お
よ
び
連
合
軍
に
よ
る
一

連
の
介
入
措
置
の
妥
当
性
を
批
判
し
、
そ
の
限
界
性
を
提
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
研
究
は
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
事
実
に
重
き

を
置
き
、
国
際
法
の
解
釈
の
枠
組
み
を
再
設
定
し
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
学
究
実
践
で
も
あ
っ
た
。
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総
じ
て
、
入
江
は
第
二
次
大
戦
後
の
一
連
の
戦
後
処
理
協
定
に
関
わ
る
国
際
法
の
視
点
、
北
緯
三
八
度
線
の
非
国
境
線
論
に
関
わ

る
朝
鮮
国
内
法
の
視
点
か
ら
、
第
二
次
大
戦
後
の
朝
鮮
が
一
国
で
あ
る
と
す
る
法
理
を
展
開
し
た
。
但
し
何
を
も
っ
て
一
国
と
す
る

の
か
は
、
十
分
に
議
論
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
入
江
は
歴
史
的
状
況
の
中
で
東
ア
ジ
ア
を
考
え
、
朝
鮮
問
題
の
平
和
的
解

決
を
考
え
る
中
で
、
研
究
の
枠
組
み
を
更
新
し
て
い
っ
た
。
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
朝
鮮
は
一
国
で
あ
る
と
す
る
彼
の
初
心
の
問

い
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
間
違
い
な
く
確
か
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
〈
東
ア
ジ
ア
学
〉
共
創
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

参
考
文
献

単
行
本
（
日
本
語
）

浅
川
謙
次
ほ
か
『
新
中
国
の
基
礎
知
識
―
一
〇
〇
の
疑
問
に
事
実
で
こ
た
え
る
』
ハ
ト
書
房
、
一
九
五
二
年

入
江
昭
『
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
五
年

入
江
啓
四
郎
『
国
際
条
約
と
日
本
』
時
事
通
信
社
、
一
九
五
〇
年

入
江
啓
四
郎
編
『
講
和
問
題
の
基
礎
知
識
』
時
事
通
信
社
、
一
九
五
〇
年

入
江
啓
四
郎
『
日
本
講
和
条
約
の
研
究
』
板
垣
書
店
、
一
九
五
一
年

入
江
啓
四
郎
『
国
際
公
法
』
法
文
社
、
一
九
五
五
年

入
江
啓
四
郎
『
現
代
国
際
問
題
要
論
』
弘
文
堂
、
一
九
五
八
年
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入
江
啓
四
郎
『
現
代
の
国
際
法
』
社
会
思
想
研
究
会
出
版
部
、
一
九
五
九
年

入
江
啓
四
郎
『
領
土
・
基
地
』
三
一
書
房
、
一
九
五
九
年

入
江
啓
四
郎
『
国
際
法
解
義
』
成
文
堂
、
一
九
六
四
年

入
江
啓
四
郎
『
国
連
事
務
総
長
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
六
六
年

大
沼
保
昭
『
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
国
籍
と
人
権
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
（
初
出
は
、
大
沼
保
昭
「
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位

に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
―
（
六
・
完
）」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
九
六
巻
三
号
、
五
号
、
八
号
、
第
九
七
巻
第
二
号
―
四
号
、

一
九
七
九
年
―
一
九
八
〇
年
）

糟
谷
憲
一
・
並
木
真
人
・
林
雄
介
『
朝
鮮
現
代
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年

片
桐
庸
夫
『
横
田
喜
三
郎 

一
八
九
六
―
一
九
九
三
―
現
実
主
義
的
平
和
主
義
の
軌
跡
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
八
年

神
谷
不
二
『
朝
鮮
問
題
戦
後
資
料　

第
一
巻
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
七
六
年

金
恩
貞
『
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
政
治
史
』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
八
年

桑
田
三
郎
『
国
際
私
法
と
国
際
法
の
交
錯
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
六
六
年

国
際
法
学
会
編
『
平
和
條
約
の
綜
合
研
究
』
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年

国
際
法
学
会
編
『
国
際
法
講
座　

第
三
巻
』
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年

国
際
法
学
会
編
『
国
際
連
合
の
十
年
』
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年

古
関
彰
一
・
豊
下
楢
彦
『
沖
縄　

憲
法
な
き
戦
後
―
講
和
条
約
第
三
条
と
日
本
の
安
全
保
障
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
八
年

竹
中
佳
彦
『
日
本
政
治
史
の
中
の
知
識
人
―
自
由
主
義
と
社
会
主
義
の
交
錯 (
上･

下
）』
木
鐸
社
、
一
九
九
八
年

日
本
国
際
連
合
協
会
『
国
際
連
合
大
観
（
上
・
下
）』
国
連
出
版
社
、
一
九
五
〇
年
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芳
賀
四
郎
編
『
国
際
連
合
憲
章
の
解
説
』
日
本
外
政
学
会
、
一
九
四
九
年

芳
賀
四
郎
・
入
江
啓
四
郎
編
『
国
際
連
合
小
事
典
』
国
連
出
版
社
、
一
九
五
一
年

日
暮
吉
延
『
東
京
裁
判
の
国
際
関
係
―
国
際
政
治
に
お
け
る
権
力
と
規
範
』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
二
年

宮
崎
繁
樹
編
『
多
国
籍
企
業
の
法
的
研
究
』
成
文
堂
、
一
九
八
〇
年

横
田
喜
三
郎
『
朝
鮮
問
題
と
日
本
の
将
来
』
勁
草
書
房
、
一
九
五
〇
年

和
田
春
樹
『
朝
鮮
戦
争
全
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年

単
行
本
（
朝
鮮
語
）

이
시
우
『
Ｕ
Ｎ
Ｃ
―
유
엔
군 

사
령
부
』
들
녘
、
二
〇
一
三
年

김
학
재
『
판
문
점 

체
제
의 

기
원
―
한
국
전
쟁
과 

자
유
주
의 

평
화
기
획
』
후
마
니
타
스
、
二
〇
一
五
年

장
박
진
『
식
민
지
관
계 

청
산
은 

왜 

이
루
어
질 
수 
없
었
는
가
―
한
일
회
담
이
라
는 

역
설
』
논
형
、
二
〇
〇
九
年

정
병
준
『
한
국
전
쟁
― 

38
선 

충
돌
과 

전
쟁
의 

현
성
』
돌
배
개
、
二
〇
〇
六
年

정
용
욱
『
해
방 

전
후 

미
국
의 

대
한
정
책
』
서
울
대
학
교
출
판
문
화
원
、
二
〇
一
三
年

単
行
本
（
英
語
）

D
ulles, John F

oster., W
ar or P

eace, M
acm

illan, 1950.

（
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス（
藤
崎
万
里
訳
）『
戦
争
か
平
和
か
』

河
出
書
房
、
一
九
五
〇
年
）

M
cC

orm
ack, G

avan., C
old

 W
ar, H

ot W
ar : A

n
 A

u
stralian

 P
erspective on

 th
e K

orean
 W

ar, H
ale &

 Irem
onger, 
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1983.

（
ギ
ャ
ヴ
ァ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
（
鄭
敬
謨
・
金
井
和
子
訳
）『
侵
略
の
舞
台
裏
―
朝
鮮
戦
争
の
真
実
』
シ
ア
レ
ヒ
ム
社
、

一
九
九
〇
年
）

P
rashad, V

ijay., T
h

e D
arker N

ation
s : A

 P
eople’s H

istory of th
e T

h
ird

 W
orld

, N
ew

 P
ress, 2007. 

ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
・
プ

ラ
シ
ャ
ド
（
粟
飯
原
文
子
訳
）『
褐
色
の
世
界
史
―
第
三
世
界
と
は
な
に
か
』
水
声
社
、 

二
〇
一
三
年
）

W
arner, G

eoffrey., In
 th

e m
id

st of even
ts : th

e F
oreign

 O
ffi

ce d
iaries an

d
 papers of K

en
n

eth
 Y

ou
n

ger, F
ebru

ary 

1950-O
ctober 1951, R

outledge, 2005.

L
ippm

ann, W
alter., T

h
e C

old
 W

ar : A
 S

tu
d

y in
 U

.S
. F

oreign
 P

olicy, H
arper, 1947.

逐
次
刊
行
物

入
江
啓
四
郎
「
世
界
の
焦
点
」『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』
第
五
九
六
号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
一
日

入
江
啓
四
郎
「
国
連
の
朝
鮮
問
題
討
議
（
一
）
～
（
六
・
完
）」『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』
第
六
〇
四
号
、第
六
一
二
号
―
六
一
六 

号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
一
二
日
・
二
一
日
―
二
六
日
。

入
江
啓
四
郎
「
国
連
の
朝
鮮
問
題
討
議
」『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』
第
六
一
六
号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
二
六
日

入
江
啓
四
郎
「
国
連
総
会
二
ヵ
月
の
結
論
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
六
二
九
号
、
一
九
四
七
年
一
二
月
一
一
日

入
江
啓
四
郎
「
世
界
の
焦
点
」『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』
第
七
三
二
号
、
一
九
四
八
年
四
月
二
一
日

入
江
啓
四
郎
「
国
連
と
ベ
ル
リ
ン
問
題
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
八
六
八
号
、
一
九
四
八
年
七
月
八
日

入
江
啓
四
郎
「
国
連
政
治
委
員
会
の
韓
国
承
認
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
九
二
八
号
、
一
九
四
八
年
七
月
八
日
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入
江
啓
四
郎
「
世
界
の
焦
点
」『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』
第
八
三
二
号
、
一
九
四
八
年
八
月
一
八
日

入
江
啓
四
郎
「
国
連
総
会
の
成
果
と
残
さ
れ
た
問
題
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
九
三
五
号
、
一
九
四
八
年
一
二
月
二
〇
日

入
江
啓
四
郎
「
一
九
四
八
年
を
送
る
」『
世
界
週
報
』
第
二
九
巻
第
五
一
号
、
一
九
四
八
年
一
二
月
二
二
日

入
江
啓
四
郎
「
世
界
の
反
共
攻
勢
」『
前
進
』
第
二
六
号
、
一
九
四
九
年
九
月

入
江
啓
四
郎「
原
爆
問
題
と
国
際
情
勢
―〝
戦
争
と
平
和
＂両
様
の
構
え
を
検
討
す
る
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』第
一
一
七
〇
号
、

一
九
四
九
年
十
月
三
日

入
江
啓
四
郎
「
米
・〝
超
党
派
外
交
＂
推
進
の
背
景
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
三
六
号
、
一
九
五
〇
年
四
月
二
四
日

入
江
啓
四
郎
「
共
産
党
全
中
央
委
員
の
追
放
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
七
三
号
、
一
九
五
〇
年
六
月
九
日

入
江
啓
四
郎
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
の
意
義
と
背
景
―
共
産
党
幹
部
の
追
放
措
置
（
一
）」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第

一
三
七
七
号
、
一
九
五
〇
年
六
月
一
四
日

入
江
啓
四
郎
「
第
三
次
大
戦
に
発
展
す
る
か　

三
十
八
度
線
の
熱
戦
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
九
一
号
、
一
九
五
〇

年
六
月
三
〇
日

入
江
啓
四
郎
ほ
か
「
座
談
会　

激
動
す
る
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
（
上
・
中
・
下
）」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
九
三
―

一
三
九
五
号
、
一
九
五
〇
年
七
月
三
日
―
五
日

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」『
世
界
週
報
』
第
三
一
巻
第
二
八
号
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
二
日

入
江
啓
四
郎
ほ
か
「
座
談
会　

朝
鮮
事
件
と
日
本
の
立
場
（
上
・
中
・
下
）」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
四
〇
七
―
一
四
〇
九
号
、

一
九
五
〇
年
七
月
一
九
日
―
二
一
日

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」『
前
進
』
第
三
七
号
、
一
九
五
〇
年
八
月
一
日
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入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」『
法
律
時
報
』
第
二
二
巻
第
九
号
、
一
九
五
〇
年
九
月

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
動
乱
と
世
界
の
情
勢
」『
官
業
労
働
』
一
九
五
〇
年
九
月
号

入
江
啓
四
郎
「
降
伏
勧
告
の
ふ
く
み
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
四
七
二
号
、
一
九
五
〇
年
十
月
四
日

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
動
乱
と
ソ
ヴ
ェ
ト
的
法
主
張
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
五
巻
第
一
号
、
国
際
法
学
会
、
一
九
五
一
年
二
月

入
江
啓
四
郎
「
三
八
度
線
と
ヤ
ン
ガ
ー
声
明
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
六
一
一
号
、
一
九
五
一
年
三
月
二
三
日

入
江
啓
四
郎
「
憲
法
よ
り
み
た
元
帥
の
罷
免　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
事
件
の
教
訓
」『
世
界
週
報　

時
事
解
説
版
』
第
一
六
三
一
号
、

一
九
五
一
年
四
月
一
八
日

大
郷
正
夫
「
南
北
朝
鮮
統
一
を
め
ぐ
る
国
際
法
問
題
（
上
・
下
）」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
二
二
巻
第
一
〇
号
・
第
一
二
号
、

一
九
七
二
年

註（
1
）�	

朝
鮮(K

orea)

が
「
一
つ
の
国
家
」(one state)
と
す
る
一
国

論
に
立
つ
と
、
あ
く
ま
で
朝
鮮
は
独
立
し
て
一
国
で
あ
り
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
大
韓
民
国
と
い
う
二
つ
の
政
府(tw

o 
governm

ents)

が
存
在
す
る
と
み
る
立
場
（
一
国
二
政
府
論
）、

あ
る
い
は
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
か
大
韓
民
国
の
い
ず
れ

か
だ
け
が
存
在
す
る
と
み
る
立
場
（
一
国
一
政
府
論
）
が
あ
る
。

「
二
つ
の
国
家
」(tw

o states)

と
す
る
二
国
論
に
立
つ
と
、
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
大
韓
民
国
は
独
立
し
た
国
家
と
国

家
の
関
係
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
両
者
は
政
府
と
政

府
と
の
関
係
を
形
成
す
る
と
み
る
立
場
（
二
国
二
政
府
論
）
が

あ
る
。
入
江
啓
四
郎
は
一
国
二
政
府
を
、
横
田
喜
三
郎
は
二
国

二
政
府
を
論
じ
た
。

（
2
）�	

本
稿
で
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日

に
始
ま
っ
た
戦
闘
を
朝
鮮
動
乱(K

orean C
onflict)

と
呼
称
す

る
。
今
日
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
朝
鮮
戦
争(K

orean W
ar)

と
い
う
呼
称
は
、
こ
の
戦
闘
が
あ
く
ま
で
内
乱
と
し
て
始
ま
っ

た
事
実
を
適
切
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
連
合
軍
の

派
兵
及
び
そ
の
後
の
中
国
人
民
志
願
軍
の
派
兵
を
正
規
の
国
際
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戦
争
と
し
て
説
明
す
る
問
題
点
が
あ
り
、
法
理
の
点
で
妥
当
で

な
い
。
本
稿
で
は
内
乱
と
事
実
上
の
国
際
戦
争
の
両
者
の
全
体

像
を
提
示
す
る
視
座
か
ら
前
述
の
朝
鮮
動
乱
を
使
用
す
る
。

（
3
）�	
入
江
啓
四
郎
は
、
一
九
〇
三
年
鳥
取
県
西
伯
郡
（
現
米
子
市
）

に
生
ま
れ
た
。
上
海
で
弁
護
士
事
務
所
を
開
業
し
て
い
た
叔

父
の
村
上
貞
吉
に
育
て
ら
れ
、
幼
少
期
に
上
海
に
あ
り
、
上

海
日
本
人
小
学
校
を
一
九
一
六
年
に
卒
業
し
た
。
東
京
で
中
学

校
、
高
等
学
校
を
出
て
、
一
九
二
三
年
早
稲
田
大
学
法
学
部

入
学
、
一
九
二
七
年
に
卒
業
し
た
。
一
九
二
九
年
北
京
に
留
学

し
、
一
九
三
一
年
新
聞
連
合
社
天
津
支
局
に
採
用
。
一
九
三
三

年
同
社
東
京
本
社
外
信
局
に
異
動
し
、
一
九
三
六
年
同
盟
通
信

社
東
京
本
社
外
信
局
に
就
い
た
。
一
九
三
八
年
一
月
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
現
地
に
駐
在
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
支
局
長
、
パ
リ
支
局
長

と
し
て
勤
務
し
、
一
九
四
一
年
六
月
ソ
連
経
由
で
陸
路
及
び
海

路
で
帰
国
し
た
。
一
九
四
一
年
九
月
か
ら
東
京
本
社
勤
務
の
の

ち
、
一
九
四
二
年
一
二
月
南
京
支
局
に
駐
在
し
、
中
国
現
地
に

一
九
四
五
年
六
月
ま
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
六
月
に
南
京
よ

り
帰
国
後
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
付
で
同
社
報
道
局
東
亜

部
長
に
就
任
。
一
九
四
五
年
十
月
同
盟
通
信
社
解
散
に
伴
い
後

継
の
時
事
通
信
社
外
信
部
長
に
就
任
し
、
一
九
四
六
年
六
月
か

ら
同
社
時
事
研
究
所
所
長
を
務
め
、
約
七
年
間
所
長
職
に
あ
っ

た
。
学
会
活
動
と
し
て
は
、
一
九
四
八
年
国
際
法
学
会
理
事

に
就
任
し
た
。
一
九
五
三
年
愛
知
大
学
教
授
に
就
任
し
た
の

ち
、
一
九
五
七
年
成
蹊
大
学
教
授
、
一
九
六
六
年
早
稲
田
大
学

客
員
教
授
、
一
九
七
五
年
創
価
大
学
教
授
を
務
め
、
一
九
七
八

年
八
月
東
京
都
内
で
死
去
し
た
。
旧
蔵
資
料
は
早
稲
田
大
学
中

央
図
書
館
入
江
文
庫
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
経
歴
に
つ
い

て
、｢

入
江
啓
四
郎
先
生
主
要
著
作
目
録｣

宮
崎
繁
樹
編
『
多

国
籍
企
業
の
法
的
研
究
』
成
文
堂
、
一
九
八
〇
年
参
照
。
そ
の

他
、入
江
昭
『
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
』
講
談
社
現
代
新
書
、

二
〇
〇
五
年
参
照
。

（
4
）�	

横
田
喜
三
郎
『
朝
鮮
問
題
と
日
本
の
将
来
』
勁
草
書
房
、

一
九
五
〇
年
参
照
。

（
5
）�	

和
田
春
樹
『
朝
鮮
戦
争
全
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
は
、

必
ず
し
も
明
示
的
に
で
は
な
い
が
、
二
国
二
政
府
論
に
立
っ
た

歴
史
研
究
で
あ
る
。

（
6
）�	

入
江
は
同
書
に
お
い
て
横
田
の
所
論
に
言
及
し
、「
朝
鮮
動
乱

を
内
乱
と
み
る
か
、
国
際
法
上
の
戦
争
と
み
る
か
は
、
そ
の
前

提
と
し
て
、
朝
鮮
は
一
つ
の
国
家
か
、
二
つ
の
国
家
か
の
観
点

に
か
か
わ
る
。
横
田
博
士
が
戦
争
説
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
」
と

述
べ
た
。
入
江
啓
四
郎
『
日
本
講
和
条
約
の
研
究
』
板
垣
書
店
、

一
九
五
一
年
、
五
九
頁
。

（
7
）�	
정
병
준
『
한
국
전
쟁
―
38
선 

충
돌
과 

전
쟁
의 

현
성
』 

돌
배
개
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
九
頁
。

（
8
）�	

大
郷
正
夫
「
南
北
朝
鮮
統
一
を
め
ぐ
る
国
際
法
問
題
（
上
・

下
）」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
二
二
巻
第
一
〇
号
・
第
一
二
号
、
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一
九
七
二
年
。

（
9
）�	
大
沼
保
昭
「
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
一
考
察

（
四
）」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
九
七
巻
第
二
号
、
一
九
八
〇
年
。

（
10
）�	
入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」『
法
律
時
報
』

第
二
二
巻
第
九
号
、
一
九
五
〇
年
九
月
。

（
11
）�	

前
掲
入
江
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」。

（
12
）�	

モ
ス
ク
ワ
協
定
文
は
、
民
主
主
義
朝
鮮
臨
時
政
府
樹
立
の
三

つ
の
目
的
を
規
定
し
て
い
る
が
、
入
江
論
文
で
は
、
こ
の
う

ち
、「
独
立
国
と
し
て
の
朝
鮮
を
再
建
し
」「
民
主
主
義
に
よ

る
そ
の
発
展
に
た
い
す
る
条
件
を
設
定
す
る
」
の
二
つ
が
引

用
さ
れ
た
一
方
、「
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
統
治
の
惨
憺
た
る
結

果
を
迅
速
に
一
掃
す
る(the earliest possible liquidation 

of the disastrous results of the protracted Japanese 
dom

ination in K
orea)

」
が
脱
落
し
て
お
り
事
実
の
確
認
と

し
て
問
題
が
あ
る
。

（
13
）�	

金
恩
貞
は
、「
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
降
伏
直
前
、

北
緯
三
八
度
線
を
境
に
米
ソ
が
南
北
を
分
割
占
領
し
て
信
託
統

治
す
る
こ
と
が
連
合
国
の
間
で
合
意
さ
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し

て
い
る
。
ヤ
ル
タ
協
定
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
に
対
す
る
国
際
共
同

管
理
が
同
盟
国
で
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

南
北
を
分
割
占
領
し
て
信
託
統
治
す
る
と
い
う
内
容
で
は
な

か
っ
た
。
分
割
占
領
は
一
般
命
令
第
一
号
に
基
づ
く
日
本
軍
の

武
装
解
除
の
た
め
で
あ
り
、
分
割
占
領
と
信
託
統
治
は
別
問
題

で
あ
っ
た
。
金
恩
貞
『
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
政
治
史
』
千

倉
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
一
六
頁
。

（
14
）�	

入
江
啓
四
郎
「
国
連
の
朝
鮮
問
題
討
議
（
一
）」『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』
第
六
〇
四
号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
一
二
日
。

（
15
）�	

憲
章
第
一
〇
七
条
の
他
に
、
憲
章
第
一
〇
条
、
第
一
一
条
、
第

一
四
条
に
関
連
し
た
論
点
が
存
在
し
た
。
一
九
四
七
年
九
月
時 

点
で
、
①
朝
鮮
問
題
は
「
国
際
的
平
和
お
よ
び
安
全
の
維
持
の

問
題
」（
第
一
一
条
）
に
該
当
す
る
か
、
②
朝
鮮
問
題
は
「
一

般
的
福
祉
又
は
諸
国
間
の
友
好
関
係
を
害
す
る
虞
が
あ
る
と
認

め
る
事
態
」（
第
一
四
条
）に
該
当
す
る
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。

入
江
は
、
①
に
つ
い
て
、「
朝
鮮
問
題
が
、
国
際
的
平
和
お
よ

び
安
全
の
維
持
と
い
う
角
度
か
ら
、
こ
れ
を
捉
え
る
適
当
な
条

件
を
備
え
て
い
た
か
は
疑
問
」
と
し
、
朝
鮮
問
題
を
国
際
的
平

和
お
よ
び
安
全
の
維
持
の
問
題
と
扱
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
む

し
ろ
問
題
で
あ
る
と
す
る
否
定
的
立
場
を
と
っ
た
。
②
に
つ
い

て
、「
朝
鮮
の
事
態
が
、
当
時
す
で
に
米
ソ
友
好
関
係
を
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
問
題
は
米
ソ
友

好
関
係
の
再
確
立
で
は
な
く
朝
鮮
の
独
立
達
成
で
あ
る
」
と
の

否
定
的
見
解
を
示
し
た
。
国
連
総
会
が
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る

場
合
に
は
、
第
一
一
条
と
第
一
四
条
で
は
な
く
、
第
一
〇
条
に

よ
る
と
の
立
場
を
示
し
た
。
前
掲
入
江
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・

国
際
法
」
参
照
。

（
16
）�	

憲
章
第
一
〇
七
条
の
英
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。“N

othing 
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in the present C
harter shall invalidate or preclude 

action, in relation to any state w
hich during the 

S
econd W

orld W
ar has been an enem

y of any 
signatory to the present C

harter, taken or authorized 
as a result of that w

ar by the G
overnm

ents having 
responsibility for such action.”

（
17
）�	

ダ
ン
バ
ー
ド
ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
憲

章
第
一
〇
七
条
の
制
定
趣
旨
は
、
敵
国
に
対
す
る
安
全
保
障
行

動
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
第
一
〇
七
条
の
文
面
そ
の
も
の
は
安

全
保
障
行
動
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
幅
広
く
読
め
る
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
解
釈
に
お
い
て
は
第
一
〇
七
条
を
狭
義
に
解
釈

す
る
立
場
と
、
広
義
に
解
釈
す
る
立
場
が
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
議
は
広
義
説
に
立
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
入
江
は
、

一
九
四
七
年
一
一
月
執
筆
の
「
国
連
の
朝
鮮
問
題
討
議
（
一
）

～
（
六
・
完
）」
で
は
狭
義
説
に
立
ち
、
一
九
五
〇
年
九
月
執

筆
の
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」
で
は
広
義
説
に
立
っ
た
。

（
18
）�	

前
掲
入
江
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」
参
照
。

（
19
）�	

同
前
。

（
20
）�	

入
江
啓
四
郎
「
世
界
の
焦
点
」『
時
事
通
信　

海
外
電
報
版
』

第
八
三
二
号
、
一
九
四
八
年
八
月
一
八
日
。

（
21
）�	

이
시
우
『
Ｕ
Ｎ
Ｃ
―
유
엔
군 

사
령
부
』
들
녘
、
二
〇
一
三
年
、 

二
九
七
―
二
九
八
頁
。

（
22
）�	「
朝
鮮
国
連
軍
」
は
、
憲
章
四
三
条
、
第
四
五
条
の
体
制
が
ま

だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
国
際
連
合
の
軍
隊
」
で
は
な

か
っ
た
。
国
連
加
盟
国
の
出
動
部
隊
は
、「
国
連
軍
」の
名
称
で
、

米
軍
の
統
一
指
揮
に
服
し
て
行
動
し
た
。
軍
隊
の
派
遣
等
は
い

ず
れ
も
勧
告
で
あ
り
、こ
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
も
、

加
盟
国
の
義
務
に
反
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
勧
告
に
従
っ

た
の
は
、
一
六
カ
国
で
あ
り
、
当
時
の
全
加
盟
国
五
九
ヶ
国
中

の
一
部
分
で
あ
っ
た
。
入
江
は
「
国
連
軍
」
を
連
合
軍
と
呼
称

し
た
。
入
江
啓
四
郎
『
現
代
の
国
際
法
』
社
会
思
想
研
究
会
出

版
部
、
一
九
五
九
年
、
五
九
頁
。

（
23
）�	

入
江
啓
四
郎
「
第
三
次
大
戦
に
発
展
す
る
か　

三
十
八
度

線
の
熱
戦
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
九
一
号
、

一
九
五
〇
年
六
月
三
〇
日
。

（
24
）�	

こ
の
発
言
は
国
連
憲
章
第
一
〇
六
条
を
指
し
て
い
る
。

（
25
）�	 

「
座
談
会　

激
動
す
る
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
（
中
）」『
時
事
通

信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
九
三
号
、一
九
五
〇
年
七
月
三
日
。

（
26
）�	

入
江
は
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
、「
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
、
こ

の
断
を
下
し
た
の
は
憲
法
上
の
軍
総
指
揮
官
と
し
て
で
あ
り

（
第
二
条
第
二
節
第
一
項
）、
ま
た
議
会
で
も
み
と
め
ら
れ
た
戦

時
非
常
大
権
の
行
使
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
と
大
韓

民
国
と
の
関
係
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
平
時
関
係
に
あ
る
の
で

あ
る
が
、
朝
鮮
内
乱
の
発
展
は
、
終
戦
処
理
の
未
完
成
過
程
で

お
こ
っ
た
事
態
で
あ
る
と
し
、し
た
が
っ
て
戦
時
緊
急
措
置
が
、

ま
だ
有
効
に
行
わ
れ
る
と
の
見
地
に
た
つ
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
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述
べ
て
い
る
。
入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」『
前 

進
』
第
三
七
号
、
一
九
五
〇
年
八
月
一
日
。

（
27
）�	
入
江
の
合
法
的
干
渉
論
は
ソ
連
国
際
法
学
者
に
対
す
る
批
判

と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
入
江
は
「
朝
鮮
動
乱
を
内
乱
と
み
る
こ

と
は
よ
い
と
し
て
、
ま
た
内
乱
に
限
定
さ
れ
る
限
り
、
国
際
法

上
の
侵
略
概
念
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
よ
い
と
し
て
、
内
乱

は
常
に
国
際
的
平
和
に
影
響
が
な
い
と
断
定
で
き
る
か
ど
う

か
。
内
乱
が
国
際
的
平
和
と
安
全
を
脅
威
し
、
も
し
く
は
破
壊

し
た
と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
国
際
連
合
に
よ
る
干
渉
は
、
憲

章
の
規
定
上
合
法
と
さ
れ
よ
う
」
と
論
じ
た
。
入
江
啓
四
郎

「
朝
鮮
動
乱
と
ソ
ヴ
ェ
ト
的
法
主
張
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第

一
五
巻
第
一
号
、
国
際
法
学
会
、
一
九
五
一
年
二
月
。

（
28
）�	

英
文
同
様
に
正
文
で
あ
る
仏
文
、
ロ
シ
ア
文
、
中
国
文
に
お

い
て
は
、
憲
章
第
二
七
条
第
三
項
は
、「
全
常
任
理
事
国
」
を

含
む
と
明
示
的
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
29
）�	

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」『
世
界
週
報
』
第

三
一
巻
第
二
八
号
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
二
日
。

（
30
）�	

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」『
前
進
』
第
三
七
号
、

一
九
五
〇
年
八
月
一
日
。

（
31
）�	

入
江
啓
四
郎
「
降
伏
勧
告
の
ふ
く
み
」『
時
事
通
信　

時
事
解

説
版
』
第
一
四
七
二
号
、
一
九
五
〇
年
十
月
四
日
。

（
32
）�	

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
動
乱
と
国
際
連
合
」『
国
際
法
講
座　

第

三
巻
』
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
七
月
、
九
一
頁
。

（
33
）�	

入
江
啓
四
郎
『
現
代
の
国
際
法
』、社
会
思
想
研
究
会
出
版
部
、

一
九
五
九
年
、
五
九
頁
。

（
34
）�	

入
江
前
掲
書
、
九
一
―
九
二
頁
。

（
35
）�	P

rashad, V
ijay., T

h
e D

arker N
ation

s : A
 P

eople’s 

H
istory of th

e T
h

ird
 W

orld, N
ew

 P
ress, 2007, p.7. 

（
36
）�	

入
江
啓
四
郎
「
一
九
四
八
年
を
送
る
」『
世
界
週
報
』
第
二
九

巻
第
五
一
号
、
一
九
四
八
年
一
二
月
二
二
日
。

（
37
）�	

入
江
啓
四
郎
「
原
爆
問
題
と
国
際
情
勢
―
〝
戦
争
と
平
和
＂

両
様
の
構
え
を
検
討
す
る
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第

一
一
七
〇
号
、
一
九
四
九
年
十
月
三
日
。

（
38
）�	

入
江
啓
四
郎
「
世
界
の
反
共
攻
勢
」『
前
進
』
第
二
六
号
、

一
九
四
九
年
九
月
。

（
39
）�	

入
江
啓
四
郎
「
米
・〝
超
党
派
外
交
＂
推
進
の
背
景
」『
時
事

通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
三
六
号
、
一
九
五
〇
年
四
月

二
四
日
。

（
40
）�	

入
江
啓
四
郎
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
の
意
義
と
背
景
―
共
産

党
幹
部
の
追
放
措
置
（
一
）」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第

一
三
七
七
号
、
一
九
五
〇
年
六
月
一
四
日
。

（
41
）�	

入
江
は
一
九
五
〇
年
七
月
四
日
付
の
座
談
会
発
言
で
、
日
本

と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
陣
営
に
も
参
加
し
な
い
非
同
盟
路
線
を

と
る
べ
き
で
あ
り
、
将
来
国
際
連
合
に
加
入
し
、
国
際
社
会
に

復
帰
し
て
国
際
連
合
の
な
か
で
可
能
な
安
全
保
障
を
求
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
述
べ
た
。
特
に
、
新
規
の
国
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連
加
盟
に
際
し
て
は
、
い
ず
れ
か
の
陣
営
に
参
加
し
た
場
合
、

他
方
と
平
時
か
ら
対
立
関
係
に
立
つ
関
係
に
立
つ
た
め
、
加
盟

が
困
難
と
な
る
と
し
て
、「
日
本
は
表
玄
関
か
ら
国
際
社
会
に

復
帰
す
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
」
と
す
る
論
陣
を
張
っ

た
。「
座
談
会　

激
動
す
る
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
（
下
）」『
時
事

通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
三
九
四
号
、
一
九
五
〇
年
七
月
四

日
。

（
42
）�	

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」『
前
進
』
第
三
七
号
、

一
九
五
〇
年
八
月
一
日
。

（
43
）�	

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
・
国
際
連
合
・
国
際
法
」『
法
律
時
報
』

第
二
二
巻
第
九
号
、
日
本
評
論
社
、
一
九
五
〇
年
九
月
。

（
44
）�	

同
前
。

（
45
）�	

入
江
啓
四
郎
「
朝
鮮
の
動
乱
と
国
際
法
」『
世
界
週
報
』
第

三
一
巻
第
二
八
号
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
二
日
。

（
46
）�	

入
江
啓
四
郎
「
三
八
度
線
と
ヤ
ン
ガ
ー
声
明
」『
時
事
通
信　

時
事
解
説
版
』
第
一
六
一
一
号
、
一
九
五
一
年
三
月
二
三
日
。

（
47
）�	

入
江
啓
四
郎「
憲
法
よ
り
み
た
元
帥
の
罷
免　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

事
件
の
教
訓
」『
世
界
週
報　

時
事
解
説
版
』
第
一
六
三
一
号
、

一
九
五
一
年
四
月
一
八
日
。

（
48
）�	

ダ
レ
ス
は
、「
政
策
の
最
終
的
決
定
を
行
う
ア
メ
リ
カ
政
府
部

内
の
文
官
は
、
時
と
し
て
純
軍
事
的
判
断
を
し
り
ぞ
け
る
責
任

を
と
る
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
他
方
ま

た
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
指
導
者
は
文
官
で
あ
り
、
彼
ら
の
判

断
が
、
軍
事
的
判
断
に
対
し
て
、
支
配
的
」
で
あ
り
、
国
際
会

議
を
通
じ
て
、「
モ
ロ
ト
フ
、
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
、
グ
ロ
ム
イ

コ
と
い
っ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
指
導
的
人
士
と
テ
ー
ブ
ル
を
へ
だ

て
て
座
っ
た
が
、
彼
ら
が
軍
事
的
助
言
に
威
圧
さ
れ
て
い
る
と

か
、
軍
事
的
考
慮
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
は
一
度

も
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。D

ulles, John F
oster., W

ar or 

P
eace, M

acm
illan, 1950.pp.232-235.

（
49
）�	

入
江
は
一
九
六
四
年
刊
行
の
著
書『
国
際
法
解
義
』に
お
い
て
、

「
国
際
連
合
の
介
入
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
で
あ
っ

た
と
同
様
、
そ
の
勧
告
に
基
く
軍
事
行
動
も
、
所
期
の
目
的
を

果
た
す
こ
と
な
く
、
そ
の
目
し
て
平
和
の
侵
犯
者
と
し
た
も
の

と
の
間
に
、
休
戦
協
定
を
結
ぶ
外
な
い
始
末
と
な
っ
た
」
と
述

べ
た
。
入
江
啓
四
郎
『
国
際
法
解
義
』
成
文
堂
、一
九
六
四
年
、

三
一
―
三
二
頁
。


